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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

日
ま
で
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
（
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
に
て
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・

ミ
ヨ
コ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
ム
・
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
、
第
２
部
は
６
月
５

日
か
ら
29
日
ま
で
メ
ト
ロ
グ
ラ

フ
（
ル
ド
ロ
ー
通
り
７
番
地
）

に
て
上
映
さ
れ
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
見
ど
こ
ろ
に

は
、
女
性
作
家
・
林
芙
美
子
の

作
品
６
作
の
映
画
化
作
品（『
浮

雲
』『
晩
餐
』『
雷
』『
妻
』『
晩
菊
』

『
放
浪
者
の
手
帳
』）
に
加
え
、

過
去
の
回
顧
展
で
未
公
開
の
戦

前
作
品
『
朝
の
並
木
道
』『
女

の
悲
し
み
』『
誠
実
』
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
上
映
と
な
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
20
面
に
）

　

日
本
映
画
の
第
４
の
巨
匠
・

成
瀬
巳
喜
男
監
督
の
30
作
品

か
ら
な
る
回
顧
展
「Mikio 

Naruse

：The W
orld Be-

trays Us

」
が
５
月
９
日
か
ら

６
月
29
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
の
２
会
場
に
て
開
催
さ

れ
る
（
共
催
：
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
、
メ
ト
ロ
グ
ラ

フ
、
国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
）。

　

20
年
ぶ
り
と
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
大
規
模
な
作
品
紹

介
展
で
、
成
瀬
監
督
の
生
誕

１
２
０
周
年
を
記
念
し
、
希
少

な
輸
入
プ
リ
ン
ト
の
み
で
上
映

す
る
。
第
１
部
は
９
日
か
ら
31

成
瀬
巳
喜
男
監
督

大
回
顧
展
Ｎ
Ｙ
で

３０作品を一挙公開
第一弾はジャパン・ソサエティーで９日から

『
浮
雲
』
な
ど
林
芙
美
子
の

作
品
６
作
の
映
画
化
作
品
も

生
誕
１
２
０
年
を
記
念

　

ホ
ウ
ク
ル
知
事
と
州
議
会
議

員
ら
は
４
月
28
日
、
4
月
1
日

に
始
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
２
０
２
６
年
度
の
総
額

２
５
４
０
億
ド
ル
の
予
算
案
の

合
意
に
達
し
、
８
０
０
万
人
以

上
の
納
税
者
へ
の
イ
ン
フ
レ
還

付
小
切
手
と
し
て
合
計
20
億
ド

ル
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
確
定
申
告
を
済
ま
せ
た

年
収
15
万
ド
ル
以
下
の
州
民
は

最
低
で
も
１
５
０
ド
ル
の
還
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

食
料
品
や
燃
料
費
の
高
騰
な

ど
物
価
高
の
イ
ン
フ
レ
で
庶
民

が
苦
し
む
一
方
で
、
Ｎ
Ｙ
州
は

記
録
的
な
売
上
税
収
入
を
記
録

し
た
。
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
、
こ

れ
は
時
々
連
邦
政
府
な
ど
が
行

う
景
気
刺
激
策
小
切
手
で
は
な

く
、
物
価
上
昇
に
よ
る
税
収
増

に
連
動
す
る
イ
ン
フ
レ
還
付
小

切
手
ま
た
は
還
付
小
切
手
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

　

共
同
申
告
者
の
場
合
、
年

収
が
15
万
ド
ル
以
下
で
あ
れ

ば
４
０
０
ド
ル
の
小
切
手
が
、

15
万
ド
ル
以
上
30
万
ド
ル
で
あ

れ
ば
３
０
０
ド
ル
の
小
切
手
が

送
ら
れ
る
。
単
独
申
告
者
の
場

合
は
、
所
得
が
７
万
５
千
ド
ル

以
下
で
あ
れ
ば
２
０
０
ド
ル
、

７
万
５
千
ド
ル
以
上
15
万
ド
ル

以
下
で
あ
れ
ば
１
５
０
ド
ル
の

小
切
手
が
送
ら
れ
る
。　
　

　

申
請
は
不
要
で
、
ホ
ウ
ク
ル

知
事
が
署
名
し
て
法
律
と
し
て

発
効
す
る
と
、
州
は
納
税
申
告

書
に
基
づ
い
て
自
動
的
に
小
切

手
を
発
行
す
る
。
送
付
時
期
は

近
日
中
に
発
表
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
今
年
後
半
に
な
る
と
見
ら

れ
る
。

　

当
初
の
提
案
で
は
約

８
６
０
万
人
に
支
給
さ
れ
る
予

定
だ
っ
た
が
、
８
２
０
万
人
ほ

ど
に
減
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

親
の
確
定
申
告
で
扶
養
家
族
と

し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
分
で
確
定
申
告

を
し
て
い
た
約
40
万
人
の
Ｎ
Ｙ

州
民
に
相
当
す
る
。
こ
の
約

40
万
人
は
最
終
合
意
で
支
給
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
、
敬
老
の
日

に
ち
な
ん
だ
記
念
行
事
と
し

て
、
毎
年
、
百
歳
を
迎
え
る
日

本
人
に
対
し
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
の
お
祝
い
状
及
び
記
念
品

の
贈
呈
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
に
伴
い
在
外
公
館
で
は
海
外

に
在
住
す
る
日
本
人
で
該
当
者

を
探
し
て
い
る
。
該
当
す
る
人

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
３
月

31
日
以
前
に
出
生
し
た
日
本
国

籍
保
持
者
、
ま
た
は
該
当
者
を

知
っ
て
い
る
人
は
、
５
月
12

日
（
月
）
ま
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
館
ま
で
連
絡
す

る
よ
う
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
必
要
項
目
は
▽
氏
名
及
び

ふ
り
が
な
▽
性
別
▽
生
年
月
日

※
パ
ス
ポ
ー
ト
（
顔
写
真
ペ
ー

ジ
）
等
公
的
身
分
証
の
写
し
も

併
せ
て
。
▽
本
籍
▽
連
絡
先

の
氏
名
、
電
話
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
【
連
絡
先
】
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館　

領
事
部
（
長
寿
者
調

査
係
）
電
話
：（
国
番
号
1
）

２
１
２
・
３
７
１
・
８
２
２
２
、

Ｅ
メ
ー
ル
：ryoji@ny.mofa.

go.jp　５月１０日土曜日は
　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
ジ
ャ

パ
ン
パ
レ
ー
ド
が
10
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
ウ
エ
ス
ト
81
丁
目
か
ら
68

丁
目
で
開
催
さ
れ
る
。
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
「
進
撃
の
巨
人　

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
キ
ャ

ス
ト
を
迎
え
る
。
１
１
０
団
体

約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
て
行

進
す
る
の
と
併
せ
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
る
。

ジャパン
パレード

イ
ン
フ
レ
還
付
小
切
手

年
収
に
応
じ
１
５
０
〜
４
０
０
ド
ル

ＮＹ州が発行

百
歳
だ
よ
！
全
員
集
合
！

日
本
政
府
が
お
祝
い
状
と
記
念
品
贈
呈

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
該
当
者
募
集
中

『
女
が
階
段
を
上
る
時
』W

hen a W
om

an Ascends the Stairs © 1960 Toho Co.,Ltd.

（
１
９
６
０
年
）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.j-fo.com/
mailto:ryoji@ny.mofa.go.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


2025年（令和 7年）5月 10日（土） ［広　告］　　（2  ）

https://www.goca.gallery/
http://www.easeny.com/
https://ishitanihealth.com/
tel:2122136069
https://shopnyseikatsu.com/
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５
月
2
日
マ
ー
キ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
で
米
国
初
演
の
オ

ペ
ラ
「
白
狐
」
が
開
催
さ
れ

た
。
主
演
の
田
村
麻
子
が
体
調

不
良
の
た
め
公
演
１
週
間
ほ
ど

前
に
降
板
し
た
こ
と
で
主
役
の

白
狐
・
コ
ル
ハ
役
と
人
間
の
女
・

葛
の
葉
の
一
人
二
役
は
、
同
じ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
オ
ペ
ラ

歌
手
の
服
部
愛
生（
は
っ
と
り
・

ま
な
み
）
が
代
役
を
務
め
た
。

　

同
作
品
は
日
本
近
代
美
術
の

父
と
称
さ
れ
る
岡
倉
天
心
が
、

１
９
０
６
年
に
名
著
『The 

book of tea 

（
茶
の
本
）』
を

Ｎ
Ｙ
で
出
版
し
１
９
１
３
年
に

は
ボ
ス
ト
ン
で
英
文
戯
曲The 

W
hite Fox

を
発
表
す
る
が
、

同
年
他
界
。
長
ら
く
作
曲
さ
れ

ず
に
幻
の
オ
ペ
ラ
と
な
っ
て
い

た
こ
の
作
品
を
、
２
０
１
３
年

に
指
揮
者
・
作
曲
家
の
平
井
秀

明
氏
が
日
本
語
台
本
と
し
て

甦
ら
せ
曲
を
つ
け
、
オ
ペ
ラ

「
白
狐
」
と
し
て
日
本
で
上
演
。

２
０
２
０
年
に
は
Ｎ
Ｙ
で
米
初

演
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
。

　

平
井
は
「
７
度
目
の
正
直
で

の
公
演
は
、
奇
跡
だ
っ
た
。
本

当
に
大
変
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を

機
会
に
次
回
は
も
っ
と
大
き
な

劇
場
で
再
演
で
き
た
ら
嬉
し

い
」
と
公
演
後
語
っ
た
。

　

降
板
し
た
田
村
は
、
母
親
に

付
き
添
わ
れ
客
席
２
階
最
前
列

か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
終
始
ス

テ
ー
ジ
を
見
つ
め
て
い
た
。「
最

後
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で

し
た
が
、
短
期
間
で
新
作
オ
ペ

ラ
を
暗
譜
し
、
自
分
の
も
の
と

し
て
く
れ
た
服
部
さ
ん
に
感
謝

の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と

公
演
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
服

部
を
抱
き
し
め
た
。

　

服
部
は
「
大
変
で
し
た
。
出

来
で
す
か
？ 

自
分
で
は
70
点

で
し
ょ
う
か
」
と
ギ
リ
ギ
リ
の

合
格
点
を
つ
け
た
が
、
本
業
の

歌
は
と
も
か
く
正
味
10
日
で
新

作
オ
ペ
ラ
の
セ
リ
フ
を
覚
え
る

の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
ア
ク
シ
ョ
ン
監

督
兼
助
演
は
女
流
殺
陣
師
の
香

純
恭
、
Ｎ
Ｙ
の
子
供
達
に
よ
る

風
の
環
合
唱
団
、
現
地
邦
人
の

合
唱
団
な
ど
も
加
わ
っ
た
。
ス

テ
ー
ジ
に
映
し
出
さ
れ
た
セ
ッ

タ
ン
ジ
ェ
リ
あ
つ
き
の
迫
力
あ

る
絵
が
舞
台
を
忘
れ
難
い
も
の

に
し
た
。　
　
　
　
　
（
三
浦
）

降板した田村（左）と代役を果たした服部（右）

服
部
愛
生

代
役
果
た
す

オペラ「白狐」米国初演にNY喝采　

舞
台
終
了
後
に
ス
テ
ー
ジ
か
ら
客
席
に
挨
拶
す
る
出
演
者
た
ち

https://www.nipponclub.org/
https://japanvillage.com/
https://www.instagram.com/hi_collar/
https://e-kaigo.net/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://www.takesushi.us/
tel:2122136069
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外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
、
最
新
情
報
と
し
て

違
法
薬
物
（
大
麻
等
）
の
密
輸

に
関
す
る
注
意
喚
起
を
発
表
し

た
。
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
見
知

ら
ぬ
人
か
ら
預
か
っ
た
荷
物
や

ア
ル
バ
イ
ト
で
請
け
負
っ
た
荷

物
か
ら
、大
量
の
違
法
薬
物（
大

麻
等
）
が
見
つ
か
り
、
海
外
で

拘
束
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て

い
る
。
他
人
か
ら
荷
物
を
預
か

っ
た
こ
と
で
、
意
図
せ
ず
犯
罪

の
加
害
者
に
な
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
十
分
に
注
意
す
る
。

●
意
図
せ
ず
違
法
薬
物
（
大
麻

等
）
の
運
び
屋
と
し
て
犯
罪
に

加
担
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
と
し

て
は
、
主
に
次
の
も
の
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た

高
額
ア
ル
バ
イ
ト
に
応
募
し
た

場
合
の
事
例

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、
海
外
で
の
高
額
ア

ル
バ
イ
ト
や
簡
単
に
高
収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
を
謳

い
文
句
に
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
に

応
募
し
た
と
こ
ろ
、「
荷
物
（
ブ

ラ
ン
ド
品
や
た
ば
こ
等
）
を
タ

イ
か
ら
英
国
へ
運
ぶ
仕
事
」
を

紹
介
さ
れ
た
。
危
険
が
少
な
く

成
功
報
酬
は
数
十
万
円
な
ど
と

説
明
さ
れ
、
航
空
券
や
ホ
テ
ル

代
な
ど
を
自
己
負
担
す
る
こ
と

な
く
、
全
て
ア
ル
バ
イ
ト
先
が

手
配
し
た
。
現
地
に
到
着
後
、

指
示
の
あ
っ
た
ホ
テ
ル
へ
向
か

い
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
を
預
か
り
、
タ
イ
か
ら
英

国
へ
渡
航
し
た
と
こ
ろ
、
英
国

の
荷
物
検
査
で
そ
の
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
か
ら
大
量
の
違
法
薬
物

（
大
麻
等
）
が
見
つ
か
り
、
現

地
当
局
に
拘
束
さ
れ
た
。

（
２
）
他
人
か
ら
荷
物
の
輸
送

を
依
頼
さ
れ
た
場
合
の
事
例

　

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
の
空
港
で

困
っ
て
い
る
外
国
人
を
助
け
た

と
こ
ろ
、
御
礼
と
し
て
食
事
に

誘
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
い
つ
か

違
法
薬
物
に
注
意
を

Google

が
同
社
開

発
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
、Gemini

の
提
供
を
13
歳
未
満

の
子
供
向
け
に
開
始

し
た
。
ユ
ー
ザ
ー

の
子
供
達
は

Gemini

を
使

っ
て
質
問
を

し
た
り
、
宿
題

を
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
り
、

物
語
を
作
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
同

サ
ー
ビ
ス
は
、
保
護
者
が

子
供
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活

動
を
管
理
出
来
る
ツ
ー

ル
、Family Link

を
利

用
す
る
家
庭
が
対
象
で
、

保
護
者
同
意
の
も
と
で

子
ど
も
用
ア
カ
ウ
ン
ト

が
作
れ
る
。Google

は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
不
適

切
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
防
ぐ
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
収

集
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
Ａ
Ｉ
の
学

習
に
は
使
わ
な
い
こ
と
を
明
言

し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
社
は
保

護
者
に
対
し
て
数
々
の
注
意
喚

起
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に

はGemini

が
誤
情
報
を
出
す

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
子
ど
も

が
批
判
的
思
考
を
持
っ
た
り
事

実
確
認
を
行
う
よ
う
促
す
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対

象
年
齢
の
低
さ
を
意
識
し
て
の

こ
と
だ
ろ
う
が
、Gemini

は

人
間
で
は
な
い
こ
と
や
、
個
人

情
報
を
入
力
し
な
い
こ
と
を
子

供
に
指
導
す
る
こ
と
も
推
奨
し

て
い
る
。
こ
れ
だ
け
聞
け
ば
一

見
安
全
な
感
じ
も
す
る
同
ツ
ー

ル
だ
が
、
そ
れ
で
も
何
か
「
ザ

ワ
」
っ
と
し
た
想
い
が
胸
を
よ

ぎ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
？
最

近
、ChatGPT

の
有
料
版
を

使
い
始
め
た
私
だ
が
、
使
い
慣

れ
る
に
つ
れ
、
そ
の
利
便
さ
の

虜
に
な
っ
た
。
質
問
の
仕
方
の

コ
ツ
さ
え
掴
め
れ
ば
自
分
の
求

め
て
い
る
答
が
数
秒
で
返
っ
て

く
る
し
、
整
理
さ
れ
て
状
態

で
情
報
が
入
手
で
き
る
の

で
、何
か
と
つ
い
つ
い「
聞

い
て
」
し
ま
う
の
だ
。
一

方
で
、
下
馬
評
通
り
、
吐

き
出
さ
れ
た
情
報
が
す
べ

て
正
し
い
と
は
限
ら
な
い

こ
と
も
自
分
の
目
で
確
認

し
て
い
る
の
で
、
本
当
に

必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は

更
に
情
報
を
精
査
す
る
こ

と
を
自
ら
の
ル
ー
ル
と
し

て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
が

13
歳
以
下
の
子
供
に
出
来

る
だ
ろ
う
か
？
い
く
ら
保

護
者
が
言
い
聞
か
せ
て
も

難
し
い
気
が
す
る
。
人
生

経
験
の
浅
い
子
供
達
に

「
批
判
的
思
考
を
持
っ
た
考
え

方
」
を
持
た
せ
る
の
は
難
し
い

と
思
う
し
、
そ
れ
を
無
理
に
育

て
よ
う
と
す
れ
ば
、
素
直
で
純

粋
な
心
が
失
わ
れ
そ
う
な
気
が

す
る
。
そ
も
そ
もGemini

は

便
利
な
ツ
ー
ル
だ
か
ら
使

い
な
さ
い
と
子
供
に
勧
め

な
が
ら
、
そ
れ
を
全
て
信

じ
る
の
は
や
め
な
さ
い
と

釘
を
刺
す
、
そ
ん
な
や
り

取
り
は
13
歳
以
下
の
子
供

と
の
間
で
、
必
要
が
無
い

よ
う
に
感
じ
る
の
だ 

。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
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Google が同社 AI ツールを
13 歳未満の子ども向けに提供

　

現
在
の
日
本
で
は
「
令
和
の

米
騒
動
」
と
い
っ
て
、
消
費
市

場
に
お
け
る
コ
メ
の
不
足
と
異

常
な
高
値
が
続
い
て
い
る
。
例

え
ば
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
日
系
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

は
、
日
本
産
の
短
粒
米
が
５
キ

ロ
（
11
ポ
ン
ド
）
で
20
ド
ル

（
２
９
０
０
円
）
前
後
だ
が
、

日
本
で
は
４
０
０
０
円
程
度
と

な
っ
て
お
り
、
価
格
が
逆
転
し

て
い
る
ぐ
ら
い
だ
。
日
本
国
内

で
の
高
騰
の
理
由
だ
が
、
長
年

続
く
減
反
政
策
、
高
齢
化
に
よ

る
離
農
の
加
速
、
関
連
団
体
に

よ
る
輸
出
促
進
策
な
ど
が
複
合

し
て
起
き
た
品
不
足
が
原
因

だ
。
構
造
的
な
品
不
足
に
目
を

つ
け
た
投
機
筋
の
介
在
が
状
況

を
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
日
系
ア
メ
リ

カ
系
の
国
府
田
フ
ァ
ー
ム
な
ど

が
苦
労
し
て
作
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
長
年
日
本
が
食
用
輸

入
を
拒
ん
で
き
た
中
粒
米
（
カ

ル
ロ
ー
ズ
な
ど
）
が
、
今
回
の

関
税
交
渉
の
一
環
と
し
て
日
本

で
本
格
的
に
流
通
す
る
と
い
う

可
能
性
が
出
て
き
た
。
外
食
チ

ェ
ー
ン
な
ど
で
は
導
入
の
動
き

は
既
に
動
き
は
始
ま
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
事
態
が
推
移
す

る
と
日
本
人
の
一
般
家
庭
の
食

卓
で
も
中
粒
米
が
主
流
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
反
対
に
、
最

高
の
食
味
を
誇
る
短
粒
米
（
ジ

ャ
ポ
ニ
カ
米
）
の
良
品
は
、
国

内
の
高
級
料
亭
向
け
以
外
は
輸

出
に
回
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
の
だ
。

　

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
と
威

勢
の
い
い
こ
と
を
言
っ
て
、
日

本
の
食
文
化
を
宣
伝
し
た
結

果
、
そ
の
価
値
が
国
際
社
会
に

「
バ
レ
て
」
し
ま
い
、
先
進
国

経
済
の
価
格
形
成
プ
ロ
セ
ス
に

引
っ
張
り
こ
ま
れ
る
。
そ
の
一

方
で
、
日
本
国
内
は
相
変
わ
ら

ず
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
の
生
産
性

が
低
く
、
高
度
知
的
産
業
が
育

た
な
い
中
で
、
経
済
全
体
の
成

長
が
進
ま
ず
、
家
計
の
消
費
パ

ワ
ー
は
伸
び
な
い
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
主
食
の
コ
メ
で
す
ら

良
品
に
つ
い
て
は
「
日
本
の
コ

メ
を
日
本
の
消
費
者
が
買
い
負

け
る
」
と
い
う
悲
し
い
展
開
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
本
紙
読
者
の
皆

さ
ん
は
よ
く
ご
存
知
と
思
う

が
、
カ
ル
ロ
ー
ズ
の
品
質
は
日

本
の
食
文
化
を
逸
脱
し
た
も
の

で
は
全
く
な
い
。
ま
た
同
じ
日

系
の
田
牧
フ
ァ
ー
ム
は
、
福
島

県
に
お
け
る
短
粒
米
の
大
規
模

生
産
実
験
に
参
加
す
る
な
ど
、

日
本
の
コ
メ
事
情
を
ア
メ
リ
カ

の
日
系
フ
ァ
ー
ム
が
救
う
構
図

も
動
き
始
め
た
。
そ
う
し
た
動

き
を
考
え
る
と
、
最
悪
の
事
態

は
避
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
気
に
な

る
の
が
日
本
酒
の
動
向
で
あ

る
。こ
れ
ま
た
ご
承
知
の
通
り
、

ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
酒
ブ
ー
ム

が
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
宝
酒

造
の
大
規
模
現
地
生
産
は
か
ね

て
よ
り
有
名
だ
が
、
地
酒
の
雄

と
も
言
え
る
旭
酒
造
（
6
月
1

日
よ
り
獺
祭
酒
造
に
社
名
変

更
）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
純

米
大
吟
醸
を
製
造
し
て
好
評
で

あ
り
、
更
に
は
ア
ー
カ
ン
ソ
ー

州
で
の
山
田
錦
米
の
生
産
に
も

動
い
て
い
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

で
は
地
元
の
酒
蔵
が
良
質
な
純

米
酒
を
醸
造
し
て
お
り
、
日
本

へ
の
逆
輸
入
も
始
ま
っ
た
。　
　

　

こ
の
よ
う
に
現
地
生
産
の
動

き
は
あ
る
が
、
量
的
に
も
限
界

が
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
仮
に

こ
の
勢
い
で
ア
メ
リ
カ
で
、
そ

し
て
全
世
界
で
日
本
酒
ブ
ー
ム

が
拡
大
し
た
場
合
に
は
、
日
本

に
お
け
る
著
名
な
蔵
元
の
良
品

に
は
引
き
合
い
が
殺
到
す
る
で

あ
ろ
う
。
更
に
米
価
の
高
騰
が

続
く
よ
う
な
ら
、
良
質
な
酒
米

の
価
格
も
高
騰
す
る
に
違
い
な

い
。

　

現
在
の
日
本
か
ら
の
日
本
酒

の
輸
入
は
、
商
社
や
ア
メ
リ
カ

側
の
ワ
イ
ン
流
通
業
者
な
ど

が
、
箱
ご
と
、
タ
ン
ク
ご
と
輸

入
し
て
い
る
が
あ
く
ま
で
個
別

の
も
の
で
あ
る
。そ
ん
な
中
で
、

引
き
合
い
の
規
模
が
日
本
国
内

の
価
格
形
成
を
妨
害
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
純
米
吟
醸
の

良
品
の
四
合
瓶
（
７
２
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
）
が
ア
メ
リ
カ
価
格

で
20
ド
ル
強
、
日
本
国
内
で

１
３
０
０
円
と
い
う
の
は
、
日

米
の
左
党
諸
兄
姉
と
し
て
は
許

容
範
囲
だ
と
思
う
。

　

け
れ
ど
も
、
仮
に
こ
れ
以
上

に
日
本
酒
ブ
ー
ム
が
拡
大
す
る

よ
う
だ
と
、
こ
の
価
格
が
５
割

増
か
ら
２
倍
と
い
っ
た
水
準
に

向
か
う
可
能
性
は
あ
る
。
需
給

関
係
の
問
題
も
あ
る
が
、
前
述

し
た
よ
う
に
「
コ
メ
の
高
騰
」

が
「
酒
米
の
高
騰
」
を
引
き
起

こ
す
よ
う
だ
と
、
事
態
は
相
当

に
苦
し
く
な
る
。
実
は
、
日
本

コ
メ
騒
動
の
次
に
危
な
い

か
も
し
れ
な
い
日
本
酒
事
情

国
内
の
地
方
の
蔵
元
各
社
さ
ん

の
経
営
は
決
し
て
順
風
満
帆
で

は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
外

需
が
価
格
を
引
き
上
げ
て
く
れ

る
こ
と
で
助
か
る
部
分
は
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
の
構
造
は
零
細
な

兼
業
農
家
と
米
価
の
関
係
も
同

じ
と
言
え
ば
同
じ
だ
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
肝
心
の

日
本
の
平
均
的
な
消
費
者
か
ら

見
て
、
短
粒
米
や
吟
醸
酒
が
日

常
的
に
は
価
格
的
に
手
が
届
か

な
く
な
る
と
し
た
ら
大
問
題
で

あ
る
。
コ
メ
や
酒
だ
け
で
は
な

い
。
ラ
ー
メ
ン
も
、
寿
司
も
、

良
質
な
温
泉
旅
館
な
ど
も
外
需

に
圧
倒
さ
れ
て
高
騰
し
、
日
本

の
消
費
者
に
は
「
排
除
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
印
象
を
与
え
て

い
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

日
本
の
文
化
は
「
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
」
な
ど
と
言
っ
て
も
空
々

し
い
だ
け
だ
。
本
業
で
あ
る
主

要
産
業
の
改
革
を
先
送
り
す
る

こ
と
で
生
ま
れ
る
マ
イ
ナ
ス
は

放
置
し
て
お
い
て
、
文
化
や
観

光
の
収
入
で
埋
め
れ
ば
何
と
か

生
き
延
び
ら
れ
る
、
そ
ん
な
姑

息
な
「
国
の
経
営
」
は
考
え
て

み
れ
ば
最
初
か
ら
破
綻
し
て
い

た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
を
旅
行
し
た

い
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
外

国
人
か
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
の
親
戚

に
会
い
に
行
く
予
定
で
あ
っ
た

が
、
都
合
に
よ
り
行
け
な
く
な

っ
た
の
で
、
航
空
券
と
ホ
テ
ル

代
を
支
払
う
か
ら
、
自
分
の
親

戚
に
会
っ
て
お
土
産
を
渡
し
て

欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
。
親
切
心

か
ら
引
き
受
け
、
荷
物
を
預
か

り
ベ
ル
ギ
ー
へ
渡
航
し
た
と
こ

ろ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
荷
物
検
査
に

お
い
て
、
そ
の
荷
物
か
ら
大
量

の
違
法
薬
物
（
大
麻
等
）
が
見

つ
か
り
、
現
地
当
局
に
拘
束
さ

れ
た
。

●
注
意
す
る
点

　

意
図
せ
ず
犯
罪
の
加
害
者
と

な
り
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
招

か
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
。

（
１
）
荷
物
を
届
け
る
最
終
目

的
地
は
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

世
界
中
の
国
々
が
運
び
先
と
な

っ
て
お
り
、
犯
罪
組
織
の
関
与

が
推
測
で
き
る
た
め
、
こ
の
よ

う
な
求
人
に
安
易
に
応
募
し
な

い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ア
ル

バ
イ
ト
の
応
募
者
は
使
い
捨
て

要
員
な
の
で
、
現
地
当
局
に
拘

束
さ
れ
て
も
、
犯
罪
組
織
は
助

け
て
く
れ
な
い
。
た
と
え
「
知

ら
な
か
っ
た
」、「
聞
い
て
い
た

内
容
と
は
違
っ
て
い
た
」
と
い

っ
た
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
全
く
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な

く
逮
捕
さ
れ
る
。

（
２
）
見
知
ら
ぬ
人
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
た
と
え
知
り
合
い

で
あ
っ
て
も
、
他
人
の
荷
物
を

安
易
に
運
ば
な
い
。
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外
務
省
が
呼
び
か
け

　

Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）

は
バ
イ
ク
・
マ
ン
ス
（
自
転
車

月
間
）
の
今
月
、
自
転
車
走
行

の
講
習
や
無
料
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
以
降
の
自
転
車
利
用
者
の

増
加
、
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
排
出
ガ
ス
規
制
）
計
画
に

伴
い
、
同
市
は
２
０
２
４
年
だ

け
で
も
自
転
車
レ
ー
ン
を
30
マ

イ
ル
追
加
、
20
マ
イ
ル
を
舗
装

し
、
過
去
３
年
間
で
記
録
的
な

87
・
５
マ
イ
ル
設
置
し
た
。
年

間
の
累
計
走
行
距
離
は
推
定

２
億
２
６
０
０
万
マ
イ
ル
に
上

る
。
自
転
車
専
用
の
信
号
設
置

の
ほ
か
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
３

番
街
に
は
今
春
、
60
〜
96
丁
目

の
２
マ
イ
ル
の
自
転
車
専
用
レ

ー
ン
を
緑
に
塗
っ
た
「
グ
リ
ー

ン
・
ウ
ェ
イ
ブ
」
と
し
、
青
の

信
号
点
灯
時
間
を
自
転
車
走
行

用
に
調
整
し
、
速
度
制
限
を
時

速
15
マ
イ
ル
に
規
制
し
安
全
走

行
を
促
し
て
い
る
。

　

同
局
は
18
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
、
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
の
テ
カ
ム
セ
公
園
（
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街
と
西
78
丁

目
）
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し

い
か
ぶ
り
方
、
自
転
車
の
乗
り

方
ク
ラ
ス
な
ど
子
供
向
け
の

「
バ
イ
ク
・
ボ
ナ
ン
ザ
」
を
開

催
す
る
。
ま
た
市
内
各
地
で
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
行

う
。
そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
配
布
の
日
時
・
場

所
な
ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.nyc.gov/

html/dot/html/bicyclists/
bike-events.shtml

を
参
照
。

５
月
は
自
転
車
月
間

無
料
ヘ
ル
メ
ッ
ト
配
布

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2023C035.html
https://www.nyc.gov/html/dot/html/bicyclists/bike-events.shtml
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Ｎ
Ｙ
州
は
複
数
の
ギ
ャ
ン
ブ

ル
形
態
を
合
法
と
し
て
い
る
一

方
、
違
法
賭
博
行
為
も
未
だ
減

少
し
て
い
な
い
こ
と
が
金
融
情

報
サ
イ
ト
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
ハ
ブ

の
調
査
で
分
か
っ
た
。
同
州
ゲ

ー
ミ
ン
グ
委
員
会
（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｇ

Ｃ
）
が
２
０
２
２
年
に
ス
ポ
ー

ツ
賭
博
を
合
法
化
し
て
以
降
、

主
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
賭
博
の
同
州
の
税

収
は
全
米
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ

Ｂ
Ｉ
）
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た

同
サ
イ
ト
の
調
査
で
は
、
同
州

の
23
年
の
違
法
賭
博
行
為
の
逮

捕
は
３
３
９
件
と
国
内
最
多
を

記
録
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
逮

捕
数
は
全
米
12
位
だ
っ
た
。

　

同
州
の
違
法
賭
博
は
多
く
の

場
合
、
表
の
顔
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
屋
や
デ
リ
、
靴
屋
を
装
い
、

裏
で
違
法
賭
博
を
提
供
す
る
マ

フ
ィ
ア
な
ど
の
犯
罪
組
織
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
同
サ
イ

ト
の
分
析
者
は
、
借
金
返
済
が

で
き
ず
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
に
陥

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
警
告
を
促

し
て
い
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

者
は
米
国
人
成
人
の
１
〜
３
％

を
占
め
、
男
性
の
借
金
の
平
均

額
は
５
万
５
０
０
０
〜
９
万
ド

ル
、
女
性
は
約
１
万
５
０
０
０

ド
ル
。
昨
年
の
米
国
の
ギ
ャ
ン

ブ
ル
産
業
の
収
益
は
７
１
９
億

ド
ル
を
記
録
し
た
が
、
利
用
者

の
損
失
は
年
間
１
０
０
０
億
ド

ル
を
超
え
て
い
る
。

それは愛ではありません
違
法
ギ
ャ
ン
ブ
ル

Ｎ
Ｙ
の
逮
捕
者
は
全
米
１
位

　

外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
最
新
情
報
と
し
て
、
国

際
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
に
関
す
る
注

意
喚
起
発
表
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

恋
愛
感
情
や
親
近
感
を
抱
か
せ

た
上
で
金
銭
等
を
だ
ま
し
取
る

詐
欺
（
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
）
が
多

発
し
、
そ
の
手
口
が
多
様
化
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
典
型
的

な
手
口
は
、
イ
エ
メ
ン
等
の
紛

争
地
で
軍
医
や
国
連
関
連
の
仕

事
を
し
て
い
る
等
の
嘘
を
つ

き
、
今
後
の
２
人
の
生
活
費
や

日
本
ま
で
の
航
空
賃
と
し
て
金

銭
を
だ
ま
し
取
る
も
の
だ
っ

た
。
最
近
は
、
タ
イ
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
境
付
近
の
特
殊
詐
欺
拠

点
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
費
用

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
手
口
が

出
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
接
し
た
ら
、
一
人
で
悩

み
抱
え
込
む
こ
と
な
く
、
家
族

等
の
近
し
い
人
や
警
察
、
ま
た

は
現
地
の
日
本
国
大
使
館
・
総

領
事
館
に
相
談
す
る
。

（
１
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
等
を
通
じ
て
知
り
合
っ

た
者
と
、
直
接
会
う
こ
と
な
く

や
り
と
り
を
続
け
た
挙
げ
句
に

恋
愛
感
情
や
親
近
感
を
抱
い
て

し
ま
い
、
金
銭
等
を
だ
ま
し
取

ら
れ
る
詐
欺
が
多
発
し
て
い

る
。
中
に
は
結
婚
に
伴
う
資
金

調
達
等
を
匂
わ
せ
、
暗
号
資
産

の
購
入
や
架
空
の
投
資
を
す
す

め
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う

と
し
て
く
る
場
合
も
あ
る
。
そ

れ
ら
の
手
口
は
初
め
の
う
ち
は

利
益
が
出
た
よ
う
に
見
せ
か
け

る
が
、
実
際
に
は
実
在
し
て
い

な
い
も
の
が
提
示
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
利
益
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
金
額
を
自
身
の
口
座
等
に
入

金
し
よ
う
と
す
る
と
手
数
料
が

掛
か
る
等
、
さ
ら
な
る
送
金
を

求
め
ら
れ
、
繰
り
返
し
金
銭
等

が
だ
ま
し
取
ら
れ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

（
２
）
詐
欺
師
は
世
間
の
話
題

を
巧
み
に
利
用
す
る
。
例
え

ば
、
イ
エ
メ
ン
や
シ
リ
ア
等
の

紛
争
地
で
軍
医
や
国
連
関
連
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
等
の
嘘

を
つ
き
、「
あ
な
た
に
会
う
た

め
」
や
「
あ
な
た
と
一
緒
に
暮

ら
す
た
め
」
に
「
一
時
金
が
必

要
」
や
「
家
族
が
難
病
で
あ
る

た
め
治
療
費
が
必
要
」
等
と
言

葉
巧
み
に
恋
愛
感
情
や
同
情
心

を
利
用
し
、
被
害
者
を
送
金
さ

せ
る
状
況
に
誘
導
す
る
。
最
近

で
は
、
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

境
付
近
の
特
殊
詐
欺
拠
点
か
ら

抜
け
出
す
た
め
の
費
用
が
必
要

で
あ
る
と
だ
ま
さ
れ
、
送
金
し

て
し
ま
っ
た
事
例
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
他
、
詐
欺
師
は
仲
良
く

な
っ
た
後
、

・
１
日
で
も
早
く
日
本
に
行
っ

て
、あ
な
た
と
暮
ら
し
た
い
が
、

今
従
事
し
て
い
る
仕
事
の
契
約

を
解
除
す
る
に
は
、
違
約
金
が

必
要

・
２
人
の
将
来
の
た
め
に
、
投

資
で
お
金
を
増
や
そ
う

・
あ
な
た
に
会
う
た
め
の
旅
費

が
必
要
だ
が
、
今
働
い
て
い
る

国
で
は
大
金
を
所
持
し
て
い
な

い
の
で
、
一
時
的
に
渡
航
費
を

立
て
替
え
て
ほ
し
い

・
あ
な
た
に
会
う
た
め
日
本
へ

向
か
っ
て
い
る
が
、
経
由
地
で

現
地
警
察
に
拘
束
さ
れ
、
保
釈

金
が
必
要

・
あ
な
た
と
生
活
を
立
ち
上
げ

る
た
め
の
荷
物
を
送
る
か
ら
、

手
数
料
を
払
っ
て
ほ
し
い

・
自
分
の
家
族
が
難
病
な
の
で
、

治
療
費
と
し
て
送
金
し
て
ほ
し

い等
と
言
っ
て
、
お
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
す
る
。

（
３
）
詐
欺
師
は
単
独
犯
に
限

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
に
ご
用
心

金
銭
騙
し
取
る
手
口

ら
ず
、
詐
欺
団
を
結
成
し
て
い

る
場
合
も
多
く
、
被
害
者
を
信

じ
込
ま
せ
、送
金
さ
せ
る
た
め
、

共
謀
し
て
、
友
人
や
弁
護
士
、

空
港
係
官
等
の
役
を
演
じ
て
だ

ま
し
た
り
、
１
年
以
上
を
か
け

て
信
頼
関
係
を
構
築
し
た
上
で

だ
ま
す
場
合
も
あ
る
。

（
４
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
公
開
さ
れ

た
写
真
や
翻
訳
ア
プ
リ
、
Ａ
Ｉ

等
を
利
用
す
れ
ば
、
誰
で
も
簡

単
に
他
人
に
な
り
す
ま
す
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
音
声
、
動
画

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ャ

ッ
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
電
話
や

ビ
デ
オ
電
話
で
ど
ん
な
に
仲
良

く
な
っ
て
も
、
本
人
で
は
な
い

者
が
な
り
す
ま
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
一
度
も
直
接

会
っ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
だ
ま

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
５
）
一
度
も
直
接
会
っ
た
こ

と
の
な
い
人
か
ら
、
何
か
を
行

う
た
め
の
資
金
援
助
等
の
金
銭

に
関
す
る
話
を
出
さ
れ
た
ら
、

必
ず
警
戒
し
、
す
ぐ
に
送
金
し

な
い
。
ま
た
、
少
し
で
も
不
信

に
感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
み
、

抱
え
込
む
こ
と
な
く
、
送
金
す

る
前
に
家
族
等
の
近
し
い
人
や

警
察
、現
地
の
日
本
国
大
使
館
・

総
領
事
館
に
相
談
す
る
。

　

連
邦
政
府
補
助
金
の
削
減
と
関

税
政
策
の
影
響
で
、
食
料
調
達
困

難
に
陥
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
、
Ｎ

Ｙ
州
ト
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ポ
リ
会
計

監
査
官
が
１
日
に
公
表
し
た
Ｎ
Ｙ

市
の
生
活
費
に
関
す
る
調
査
結
果

で
分
か
っ
た
。
同
市
の
外
食
費
は

過
去
10
年
間
で
、
国
内
平
均
10

％
超
の
56
％
以
上
上
昇
し
た
。
一

貧困家庭の増加を懸念

外務省

る
。
平
均
年
収
が
１
万
５
０
０
０

ド
ル
以
下
の
同
市
の
世
帯
の
食
料

品
出
費
が
占
め
る
割
合
は
70
％
で

４
年
間
で
16
％
増
加
し
た
。

　

デ
ィ
ナ
ポ
リ
会
計
監
査
官
は

「
食
品
価
格
は
コ
ロ
ナ
禍
で
高
騰

し
、
多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が

空
腹
の
リ
ス
ク
に
直
面
し
た
。
関

税
や
連
邦
補
助
金
、
そ
の
ほ
か

の
支
援
の
削
減
が
問
題
悪
化
に
つ

方
、
平
均
年
収
の
伸
び
率
は
同
期

間
で
52
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
同

市
の
食
品
価
格
は
19
年
以
降
で
25

％
以
上
増
、
22
〜
23
年
の
食
料
消

費
支
出
は
１
世
帯
当
た
り
年
間
約

１
万
１
２
８
８
ド
ル
で
、
家
計
の

４
番
目
に
高
い
12
・
５
％
を
占
め

た
。
国
内
平
均
は
食
料
支
出
は
同

９
６
６
４
ド
ル
、
12
・
９
％
で
３

番
目
に
高
い
分
担
率
と
な
っ
て
い

な
が
り
か
ね
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。
貧
困
家
庭
の
子
供
の
食
料
支

援
を
す
る
非
営
利
団
体
「
ノ
ー
・

キ
ッ
ド
・
ハ
ン
グ
リ
ー
Ｎ
Ｙ
」
が

先
月
公
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
家
族
の
食
事
を
養
う
た
め
に

借
金
を
し
た
家
庭
は
同
市
民
の
53

％
を
占
め
、
特
に
黒
人
や
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
の
女
性
に
負
担
が
及
ん
で

い
る
。

関
税
と
連
邦
助
成
減
で

　

性
的
人
身
売
買
な
ど
の
罪

で
起
訴
さ
れ
た
人
気
ラ
ッ
パ

ー
、
シ
ョ
ー
ン
・
コ
ム
ズ
被
告

（
55
）
の
裁
判
が
４
月
30
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
連
邦
裁
判
所

で
最
後
の
公
判
前
審
問
が
行
わ

れ
た
の
に
続
き
、
今
月
５
日
か

ら
陪
審
員
の
選
任
が
開
始
さ
れ

た
。
毎
日
50
人
の
陪
審
員
候
補

者
を
召
喚
し
、
12
人
の
陪
審
員

と
６
人
の
予
備
陪
審
員
を
選
出

後
、
冒
頭
陳
述
が
５
月
12
日
に

行
わ
れ
る
。

　

デ
ィ
デ
ィ
こ
と
シ
ョ
ー
ン
・

コ
ム
ズ
被
告
は
ラ
ッ
パ
ー
と
し

て
だ
け
で
な
く
音
楽
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
の
数
々
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
も
成
功
を
収
め
た

が
、
レ
コ
ー
ド
会
社
幹
部
殴
打

や
銃
撃
事
件
な
ど
暴
力
疑
惑
が

常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。

　

コ
ム
ズ
被
告
の
起
訴
状
は
17

ペ
ー
ジ
に
も
及
び
、
組
織
犯
罪

共
謀
罪
、
性
的
人
身
売
買
、
売

春
目
的
の
輸
送
な
ど
計
５
件
で

訴
追
さ
れ
て
い
る
。
検
察
に
よ

れ
ば
、
コ
ム
ズ
容
疑
者
は
20
年

間
に
わ
た
り
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス

帝
国
を
利
用
し
て
、
男
性
売
春

婦
を
巻
き
込
ん
だ
「
フ
リ
ー
ク

オ
フ
」
と
呼
ば
れ
る
薬
物
依
存

の
性
的
暴
行
パ
ー
テ
ィ
ー
に
女

性
を
強
制
参
加
さ
せ
る
犯
罪
組

織
を
運
営
し
て
い
た
。
そ
し
て

こ
う
し
た
違
法
行
為
を
人
々
に

脅
迫
や
身
体
的
虐
待
に
行
う
こ

と
よ
っ
て
沈
黙
さ
せ
て
い
た
。

バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
人
を
吊
る
し

た
こ
と
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

コ
ム
ズ
容
疑
者
に
対
し
て
は

数
十
人
の
男
女
が
民
事
訴
訟
を

起
こ
し
て
い
る
が
、
今
回
の
刑

事
裁
判
で
は
、
元
恋
人
で
歌
手

の
キ
ャ
シ
ー
・
ベ
ン
チ
ュ
ラ

氏
を
は
じ
め
と
す
る
４
人
の

女
性
の
主
張
が
焦
点
と
な
る
。

２
０
１
６
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
ホ
テ
ル
の
廊
下
で
コ
ム
ズ
被

告
が
キ
ャ
シ
ー
さ
ん
を
殴
り
、

引
き
ず
り
回
し
て
い
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
映
像
が
陪
審
員
に
提
示

さ
れ
る
予
定
だ
。
残
り
の
３
人

は
匿
名
で
証
言
す
る
。

デ
ィ
デ
ィ
公
判
開
始
へ

陪
審
員
選
出
後
、

12
日
に
冒
頭
陳
述

　

ハ
ド
ソ
ン
川
に
突
き
出
し
た

人
工
島
の
リ
ト
ル
ア
イ
ラ
ン
ド

で
は
６
月
か
ら
9
月
ま
で
、
音

楽
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
オ
ペ
ラ

な
ど
、
１
１
０
以
上
の
公
演
が

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
上
演
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
「
リ
ト
ル
ア
イ
ラ
ン

ド
・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
」
が
開
催

さ
れ
る
。
シ
ー
ズ
ン
最
初
の

舞
台
は
「A Beggar’s Opera for a Grifter’s City

（
詐
欺
師

の
街
の
た
め
の
物
乞
い
オ
ペ

ラ
）」（
5
月
29
日
〜
6
月
15
日
）

で
、
ギ
ャ
ン
グ
や
夜
に
働
く
女

性
た
ち
が
暮
ら
す
１
８
５
０
年

代
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
舞
台
に

し
た
風
刺
劇
。
ケ
イ
ト
・
タ
ー

カ
ー
が
作
詞
・
作
曲
、
ダ
ス
テ

ィ
ン
・
ウ
ィ
ル
ス
が
演
出
を
手

が
け
て
い
る
。
ま
た
、
6
月
21

日
か
ら
25
日
ま
で
は
Ｎ
Ｙ
生
ま

れ
の
劇
作
家
・
公
民
権
運
動
家

の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ

ィ
ン
生
誕
１
０
０
年
を
祝
う

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
「No 

More Water

」
を
上
演
す
る
。

　

リ
ト
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の

入
場
は
無
料
だ
が
、
シ
ョ
ー

の
チ
ケ
ッ
ト
は
15
〜
25
ド
ル
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

littleisland.org

を
参
照
す
る
。

リトルアイランドで

夏のイベント
薮本寛之

　

現
代
日
本
工
芸
の
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
「IROHA NYC

」
は

5
月
31
日
（
土
）
と
６
月
1

日
（
日
）
の
正
午
か
ら
午
後
６

時
ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
会
場
（
ブ

ル
ー
ム
通
り
３
５
８
番
地
）
で

「Recollection - 

追
想: 

」
を

開
催
す
る
。

　

日
本
を
拠
点
に
活
動
す
る
6

組
の
現
代
作
家
に
よ
る
器
を
厳

選
展
示
し
、
過
去
と
未
来
が
交

錯
す
る
感
覚
的
な
空
間
で
、
作

家
と
自
然
の
対
話
か
ら
生
ま
れ

た
作
品
の
数
々
が
鑑
賞
者
に
記

憶
の
再
構
築
を
促
し
、
日
本
文

化
と
自
然
美
が
映
し
出
す
心
の

新
た
な
風
景
を
想
起
さ
せ
る
。

一
汁
一
菜
の
伝
統
的
な
日
本
食

を
器
と
食
の
関
係
性
を
大
切
に

し
た
空
間
で
体
験
。
一
皿
一
皿

は
、
器
と
食
を
ひ
と
つ
の
表
現

と
し
て
捉
え
る
日
本
の
感
性
を

反
映
さ
せ
て
い
る
。

現代作家の
器展を開催
IROHA NYC

https://www.hondag.com
http://myriverside.net/home
https://littleisland.org
https://littleisland.org
https://littleisland.org
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さ
あ
、
日
本
で
は
大
阪
関
西

万
博
２
０
２
５
が
始
ま
り
ま
し

た
。
私
は
万
博
会
場
か
ら
２
つ

手
前
の
駅
そ
ば
に
住
ん
で
お

り
、
ふ
と
思
い
立
っ
た
ら
15
分

後
に
は
会
場
に
着
け
る
と
い
う

好
環
境
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
う
、
４
月
に
６
回
、
さ

ら
に
５
月
中
旬
ま
で
に
合
計
10

回
は
行
き
ま
す
。
た
ぶ
ん
10
月

13
日
の
閉
幕
ま
で
に
50
回
は
い

く
と
思
い
ま
す
。
と
、
な
ぜ
こ

れ
だ
け
行
く
か
と
い
う
と
本
当

に
楽
し
い
か
ら
で
す
。
そ
の
場

に
い
る
だ
け
で
異
国
感
を
感
じ

ら
れ
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
か
ら
で

す
。
私
は
世
界
の
大
概
の
国
に

い
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
、
中
東
、
ア
フ

リ
カ
、
太
平
洋
各
島
々
、
南
米

な
ど
行
く
機
会
を
逸
し
て
い
た

国
の
建
物
や
館
内
の
匂
い
、
そ

の
国
の
人
々
を
み
る
と
「
い
つ

か
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
サ
ウ
ジ
、
ブ
ー

タ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
、
パ
ラ
オ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

に
行
き
た
い
！
」
と
テ
ン
シ
ョ

ン
が
上
が
る
ん
で
す
。う
ー
ん
、

毎
日
来
た
い
。

　

さ
て
、
始
ま
る
ま
で
は
な
に

か
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

の
強
か
っ
た
万
博
で
す
が
、
始

ま
る
と
メ
デ
ィ
ア
は
一
斉
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
「
グ
ル
メ
情
報
」

や
今
回
の
万
博
テ
ー
マ「
未
来
」

や
「
都
市
」「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」

の
特
集
を
組
ん
で
は
い
る
の
で

す
が
、
私
自
身
が
６
回
行
っ
て

感
じ
た
少
し
だ
け
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
こ
と
を
書
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
毎
日
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

い
ま
す
し
、
一
市
民
と
し
て
も

改
善
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
つ
目
。
ス
マ
ホ
に
よ
る
事

前
予
約
制
の
た
め
、
高
齢
の
方

が
た
ま
た
ま
入
場
さ
れ
て
も
、

入
れ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
の
ほ
と
ん

ど
が
そ
の
日
の
分
は
ソ
ー
ル
ド

ア
ウ
ト
の
た
め
、
会
場
内
で
路

頭
に
迷
っ
て
い
る
姿
を
よ
く
見

る
。
55
年
前
の
反
省
か
ら
「
並

ば
な
い
万
博
」
を
掲
げ
て
い
る

も
の
の
、
実
際
に
は
各
所
で
大

行
列
が
発
生
し
て
お
り
、
体
力

の
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
に
と

っ
て
長
時
間
の
待
機
は
大
き
な

負
担
に
な
る
は
ず
で
す
。
だ
か

ら
、
そ
の
た
め
の
「
優
先
レ
ー

ン
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
全
部
の
施
設
が
共
通
統

一
で
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、「
あ
そ
こ

は
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た
け
ど
、
そ
こ
の

「
楽
し
い
万
博
」
を
高
齢
者
・
障
害
者
の

た
め
の
改
善
で
「
最
高
に
楽
し
い
万
博
」
に

パ
ビ
リ
オ
ン
は
ノ
ー
っ
て
言
わ

れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
差
は
無

く
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ

し
、
そ
う
い
う
情
報
を
本
部
が

一
定
掌
握
し
て
、
情
報
弱
者
で

あ
ろ
う
高
齢
者
や
そ
の
引
率
さ

れ
る
方
に
「
伝
え
ら
れ
る
」
マ

ニ
ュ
ア
ル
技
術
や
機
能
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
。
大
雨
が
降
っ
て
上

が
っ
た
後
、
せ
っ
か
く
た
く
さ

ん
休
憩
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

に
、
半
分
以
上
の
ベ
ン
チ
が
濡

れ
っ
ぱ
な
し
で
、
座
れ
な
い
。

立
ち
っ
ぱ
な
し
か
、
空
い
た
席

の
奪
い
合
い
は
見
て
い
て
「
な

ん
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
は
道
案
内
は
す
る
け
ど
こ
う

い
う
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
常
識
的

な
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ

う
」
と
思
っ
た
の
で
、
私
自
身

が
４
月
29
日
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
シ
フ
ト
に

入
り
、
終
礼
の
際
に
本
部
に
直

訴
し
ま
し
た
。
本
部
よ
り
「
次

回
の
雨
対
策
の
た
め
に
巡
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
タ
オ
ル
を
持

た
せ
る
」
と
明
言
い
た
だ
き
ま

し
た
。
よ
か
っ
た
。

　
３
つ
目
、
と
に
か
く
歩
く
！

６
回
の
平
均
万
歩
計
の
歩
数
は

２
万
３
０
０
０
歩
。
平
均
で
す

よ
、
平
均
。
私
の
万
歩
計
は
、

慣
れ
て
き
た
６
回
目
の
歩
数
で

も
１
万
８
千
歩
で
す
か
ら
、
初

め
て
来
た
方
は
迷
い
に
迷
っ
て

大
変
疲
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
会
場
の
真
ん
中
に
「
静

け
さ
の
森
」
と
い

う
名
の
、
一
旦
入

る
と
東
西
南
北
が

わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
「
迷
い

の
森
」
が
あ
る
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
、

私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
シ
フ
ト
に
入

っ
た
時
も
、「If 

you go that way, 
you may loose it, 
you had better 
go along Great 

Ring.

」
と
「
遠
回
り
す
る
よ

う
に
」
と
本
部
か
ら
指
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
か
ら
で
も
遅
く
な

い
。「
迷
い
の
森
」
で
迷
わ
な

い
た
め
に
、
地
図
で
失
し
て
い

る
道
標
を
あ
と
１
０
０
か
所
設

置
す
る
か
、
歩
行
が
困
難
な
方

向
け
の
「
電
動
カ
ー
ト
」
を

１
０
０
台
増
や
す
か
、高
齢
者
・

障
害
者
専
任
ガ
イ
ド
を
一
日
10

人
増
や
せ
な
い
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
通
訳
ガ
イ
ド
で
配
置
さ

れ
た
私
で
し
た
が
、
本
部
の
指

示
に
よ
り
「
個
人
行
動
は
禁

止
、
集
団
６
人
で
」
と
の
こ
と

で
し
た
の
で
、
６
人
で
じ
ー
っ

と
会
場
マ
ッ
プ
掲
示
板
の
前
で

退
屈
し
な
が
ら
４
時
間
い
る
だ

け
で
し
た
か
ら
。
ま
あ
、
通
訳

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

が
主
催
す
る
第
17

回
春
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ

Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

企
画
す
る
大
人
の
教
養
シ
リ
ー

ズ
第
９
弾
がYouTube

で
無

料
公
開
さ
れ
て
い
る
。
講
師
は

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
本
社

大
阪
市
、
河
本
扶
美
子
社
長
）

が
運
営
す
る
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ

の
登
録
メ
ン
バ
ー
で
、
今
週
は

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の
大

久
保
圭
祐
さ
ん
が
「
気
持
ち
よ

く
伸
ば
し
て
、
緩
め
る
！
」
と

題
し
て
身
体
の
感
覚
を
意
識
し

た
肩
こ
り
予
防
ス
ト
レ
ッ
チ
方

法
を
紹
介
す
る
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の

大
久
保
圭
祐
さ
ん
が
、「
気
持

ち
よ
く
伸
ば
し
て
、
緩
め
る
！

身
体
の
感
覚
を
意
識
し
た
肩
こ

り
予
防
の
ス
ト
レ
ッ
チ
」
方
法

を
講
義
し
た
。

【
観
察
】

　

観
察
す
る
身
体
の
動
き
は
４

つ
。
動
画
や
写
真
に
収
め
て
お

く
と
比
較
し
や
す
い
（
１
）
顔

を
左
右
に
向
け
る
＝
ど
れ
だ
け

横
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
首
や
肩
の
あ
た
り
の
感
触

を
観
察
す
る
が
、
体
を
一
緒
に

動
か
さ
な
い
よ
う
に
。（
２
）

頭
を
左
右
に
倒
す
＝
ど
れ
だ
け

傾
く
か
。
反
対
側
の
肩
の
筋
肉

が
ど
れ
だ
け
緊
張
し
て
い
る

か
。（
３
）
腕
を
横
か
ら
挙
げ

る
＝
腕
の
挙
げ
や
す
さ
や
天
井

方
向
に
挙
げ
た
時
の
体
の
感
触

を
観
察
（
４
）
肩
の
高
さ
を
確

認
。

【
筋
肉
の
確
認
】

　

僧
帽
筋
上
部
繊
維
の
骨
と
骨

の
つ
い
て
い
る
部
分
を
伸
ば
す

こ
と
で
ス
ト
レ
ッ
チ
が
で
き
、

こ
り
の
解
消
や
顔
の
む
く
み
の

解
消
に
つ
な
が
る
。

【
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
】

　

椅
子
に
座
っ
て
姿
勢
を
正

す
。（
１
）
肩
の
ス
ト
レ
ッ
チ

＝
伸
ば
し
た
い
方
の
腕
を
横
に

伸
ば
し
、頭
を
反
対
側
に
倒
す
。

腕
を
ゆ
っ
く
り
下
ろ
す
。
頭
を

真
下
に
転
が
し
、
元
の
位
置
に

戻
す
。こ
の
動
作
を
繰
り
返
す
。

い
ち
ば
ん
僧
帽
筋
上
部
繊
維
が

伸
び
る
頭
の
角
度
を
見
つ
け

る
。（
注
意
：
顔
の
角
度
は
無

理
の
な
い
範
囲
で
）
顔
を
天
井

方
向
に
向
け
る
。
地
面
の
方
向

に
向
け
る
。
腕
を
内
側
に
ね
じ

る
。
腕
を
外
側
に
ね
じ
る
。
い

ち
ば
ん
僧
帽
筋
上
部
繊
維
が
伸

び
る
頭
の
角
度
を
見
つ
け
た
ら

ス
ト
ッ
プ
。
頭
、
顔
、
肩
、
半

身
ス
ト
レ
ッ
チ
を
終
え
た
と
こ

ろ
で
４
つ
の
観
察
を
行
う
と
ス

ト
レ
ッ
チ
前
後
の
変
化
が
わ
か

る
。

【
腕
の
ス
ト
レ
ッ
チ
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
打
つ

こ
と
が
多
い
人
に
は
お
勧
め
で

す
。
伸
ば
し
た
い
方
の
腕
を
前

方
に
伸
ば
す
。
手
の
ひ
ら
を
天

井
の
方
に
向
け
る
、
反
対
側
の

手
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
（
今
回
は

親
指
以
外
を
伸
ば
す
）。
ポ
イ

ン
ト
は
、
一
本
一
本
の
指
を
し

な
ら
せ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
伸

ば
す
。
肩
が
上
が
っ
た
り
し
な

い
よ
う
姿
勢
は
正
す
。
肘
を
伸

ば
し
た
ま
ま
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
た
ら
少
し
ず
つ
手
首
の
返

し
、
指
の
し
な
り
を
強
め
な
が

ら
肘
を
曲
げ
て
い
く
と
同
じ
場

所
の
奥
側
の
筋
肉
の
伸
び
感
が

変
わ
る
。
余
裕
が
あ
る
人
は
、

体
の
外
側
に
向
か
っ
て
肘
か
ら

先
を
少
し
ね
じ
る
。
指
に
力
が

入
ら
な
い
よ
う
、
指
を
し
な
ら

せ
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
体
を

緊
張
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
で
す
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
（
お
お
く

ぼ
・
け
い
す
け
）
全
米
ス
ト
レ

ン
グ
ス
＆
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
協
会
認
定
ス
ト
レ
ン
グ
ス
＆

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
、
公
益
社
団
法
人
日

本
心
理
学
会
認
定
心
理
士
米
国

Ｎ
Ｌ
Ｐ
協
会
認
定
Ｎ
Ｐ
ト
レ
ー

ナ
ー

▽
本
講
座
は
無
料
だ
が
視

聴
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
、
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー

ル

でinfo@jaany.org

ま

で
。
申
し
込
み
者
に
視
聴
Ｕ

Ｒ
Ｌ
の
ア
ド
レ
ス
を
通
知
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

大
久
保
圭
祐
さ
ん
指
導

肩こり予防のストレッチ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
日
で
し
た
か

ら
、早
め
に
あ
と
９
回
入
っ
て
、

少
し
で
も
高
齢
者
・
障
害
者
と

引
率
の
方
々
に
も
「
全
然
疲
れ

な
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
万
博
に
し
た
い
な
と
。
あ

れ
？
い
つ
の
間
に
主
催
者
側
の

人
間
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
、
私

（
笑
）。

　

こ
れ
か
ら
５
月
６
月
と
暑
く

な
っ
て
く
る
の
で
、
さ
ら
に
、

通
訳
以
外
の
レ
ス
キ
ュ
ー
役
と

し
て
も
、「
体
調
不
良
時
の
サ

ポ
ー
ト
、
救
護
体
制
、
ス
タ
ッ

フ
導
線
」
の
意
思
統
一
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
か
ら
で
も
安
心
し
て
大
阪
関

西
万
博
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い

ね
。「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
西
村
」

が
待
っ
て
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

http://kkobo.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
https://artofhaiku.org/
tel:18778852726
tel:2122136069
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）5月 10日（土）

NIMBY vs YIMBY 建設反対派　対　賛成派
　　　 ニューヨークやサンフランシスコなどの大都会の周辺において、低所得の

人たちが住む家の数が絶対的に足りません。　その論議に出てくる言葉が、
NIMBY　vs　YIMBYです。NIMBYはNot In My Back Yardの頭文字で、「自分の
裏庭ではダメ」という意味。　近くに低所得者用の住居ができることで、地域

の性格・雰囲気が変化し不動産の価値が下がることを懸念する立場です。　一方、YIMBYは Yes In My 
Back Yard で、NIMBYに対抗して登場してきた、住宅不足に対応して住宅建設と地域発展を積極的に進
めようとする姿勢を意味します。
　ニューヨーク市における新規住宅の建設の必要性はかなり前から指摘されています。 市長はYIMBY
をもじったCity of Yes と言う表現を使って、住宅建設の規制を変え、数万の新規住宅を建設をしようと
していますが、それでもそのプロジェクトによる住居の数は、必要とされる数の10分の1にも足りな
いと言われています。（加えて、ニューヨーク近郊では地球温暖化により、15年以内に8万個の家が洪
水によって、水没すると予想されています。）
　低所得者にどのように住居を提供していくかと言うのは、アメリカの大都市が直面する大きな政治的
かつ社会的な問題です。　今後も、住宅問題の解決方法をめぐりNIMBY 対 YIMBY　のせめぎ合いが続
いていくことでしょう。                                                                          （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾

『
ア
メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が

好
評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」

「
政
治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊

國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
４
月
29
日
、
公
立
校

内
の
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止
令

を
含
む
26
年
度
予
算
が
成
立
し

た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
「
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

フ
リ
ー
（
気
が
散
ら
な
い
）
方

針
」
に
基
づ
き
、
学
校
の
始
業

ベ
ル
か
ら
終
業
ベ
ル
ま
で
の
時

間
帯
の
携
帯
電
話
使
用
を
禁
じ

る
「
ベ
ル
・
ト
ゥ
・
ベ
ル
」
禁

止
令
は
、
州
全
土
の
学
区
で
義

務
付
け
る
の
は
国
内
で
４
州
目

で
、
次
学
年
度
に
施
行
す
る
。

ど
の
よ
う
に
禁
止
令
を
開
始
す

る
か
は
各
学
区
に
任
せ
ら
れ
る

が
、
基
本
的
に
は
、
生
徒
は
携

帯
電
話
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な

ど
の
端
末
を
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
の

中
に
し
ま
う
か
授
業
中
は
サ
イ

レ
ン
ト
モ
ー
ド
に
し
、
廊
下
や

ラ
ン
チ
時
間
は
使
用
が
許
さ
れ

る
。疾
患
な
ど
医
療
的
な
条
件
、

お
よ
び
翻
訳
機
能
と
し
て
必
要

な
場
合
は
例
外
と
な
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
な

い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
授
業
の

た
め
に
学
校
が
提
供
す
る
端
末

は
使
用
で
き
る
。ま
た
各
校
は
、

火
事
や
襲
撃
な
ど
の
緊
急
事
態

の
場
合
に
、
保
護
者
が
確
実
に

子
供
た
ち
に
連
絡
で
き
る
方
法

を
確
実
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

同
法
案
を
今
年
１
月
に
説
明

し
た
同
州
知
事
は
同
州
北
部
の

保
育
所
で
行
っ
た
会
見
で
、
同

法
令
に
つ
い
て
「
依
存
を
促
す

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
子
供
た
ち

を
守
り
、
子
供
た
ち
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
向
上
を
目
的
と
す

る
。
ス
マ
ホ
問
題
は
切
迫
し
た

状
況
に
あ
り
、
Ｎ
Ｙ
州
教
員
連

盟
も
同
法
令
を
支
持
し
て
い

る
」
と
伝
え
た
。

　

２
５
４
０
億
ド
ル
の
26
年
度

予
算
は
、
同
州
知
事
の
２
つ
の

主
張
、
公
共
安
全
と
ア
フ
ォ
ー

ダ
ビ
リ
テ
ィ（
手
の
届
く
価
格
）

の
向
上
で
議
論
を
重
ね
、
成
立

は
約
１
か
月
延
長
と
な
っ
た
。

　

公
共
安
全
に
関
し
て
は
、
同

州
議
会
は
、
深
夜
は
全
地
下
鉄

車
両
に
警
官
を
配
置
、
マ
ス
ク

で
身
分
を
隠
す
こ
と
を
軽
犯
罪

と
す
る
な
ど
の
計
画
に
、
都
市

交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に
資
金

６
９
０
億
ド
ル
を
提
供
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
ア
フ
ォ
ー
ダ

ビ
リ
テ
ィ
計
画
に
つ
い
て
は
、

４
歳
以
下
の
子
供
は
１
０
０
０

ド
ル
、
５
〜
16
歳
の
子
供
は

５
０
０
ド
ル
と
、
子
供
の
税
額

控
除
を
拡
大
す
る
。

　

子
育
て
補
助
金
と
し
て

は
、
Ｎ
Ｙ
市
の
保
護
者
に

３
億
５
０
０
０
万
ド
ル
、
全

生
徒
を
対
象
に
し
た
無
料

の
朝
食
と
ラ
ン
チ
提
供
に

３
億
４
０
０
０
万
ド
ル
を
含

む
２
２
０
億
ド
ル
を
確
保
し

た
。
ま
た
中
低
所
得
者
対
象
の

減
税
に
10
億
ド
ル
を
充
て
、
約

８
０
０
万
人
の
納
税
者
に
物
価

対
策
支
援
と
し
て
４
０
０
ド
ル

を
提
供
す
る
。
予
算
内
容
の
詳

細
はhttps://www.budget.
ny.gov

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
州
の
26
年
度
予
算
成
立

学
校
で
の
携
帯
使
用
禁
止
も

　

ア
メ
リ
カ
で
学
ぶ
Ｆ
ー
１
ビ

ザ
保
持
の
留
学
生
は
、
最
近
、

政
治
的
発
言
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
活

動
を
理
由
に
、
ビ
ザ
の
取
り
消

し
や
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
記
録
の
終
了

と
い
っ
た
厳
し
い
対
応
を
受
け

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

ビ
ザ
が
取
り
消
さ
れ
る
と
再
入

国
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ

カ
国
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限

り
、
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
記
録
が
有
効

で
あ
れ
ば
学
業
を
継
続
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
一
度
出
国
す
る
と

新
た
な
ビ
ザ
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
特
に
深
刻
な
の

が
、
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
記
録
の
終
了

で
す
。
こ
れ
は
法
的
に
は
不
法

滞
在
と
見
な
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
、
早
急
に
退
去
を
求
め
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
全
米
移
民
弁
護
士

協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ
）
が
法
廷

で
異
議
を
申
し
立
て
た
結
果
、

２
０
２
５
年
４
月
下
旬
以
降
、

一
部
の
学
生
の
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
記

録
が
Ｉ
Ｃ
Ｅ　

Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｐ
に
よ

っ
て
自
主
的
に
復
元
さ
れ
始
め

た
と
い
う
報
告
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

　

今
回
の
復
元
は
、
訴
訟
を
起

こ
し
た
学
生
に
限
ら
ず
、
訴
訟

を
し
て
い
な
い
学
生
や
、
過
去

に
違
反
歴
・
逮
捕
歴
の
あ
っ
た

学
生
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
一

方
で
、
政
治
的
抗
議
活
動
を
理

由
に
記
録
を
終
了
さ
れ
た
学
生

の
復
元
例
は
、
現
時
点
で
は
報

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ

は
現
在
、
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
記
録

終
了
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

新
た
な
方
針
を
策
定
中
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
は
原
告
や
同
様

の
立
場
に
あ
る
学
生
の
記
録
は

「Active

（
有
効
）」
の
ま
ま
維

持
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
再
有

効
化
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
身
の
記
録
が
復
元
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
Ｏ
Ｐ
Ｔ
情

報
が
正
確
か
を
確
認
す
る
た
め

に
も
、
留
学
生
は
担
当
の
Ｄ
Ｓ

Ｏ
（
学
校
指
定
担
当
者
）
に
速

や
か
に
連
絡
を
取
り
ま
し
ょ

う
。
も
し
記
録
に
誤
り
が
あ
れ

ば
、
Ｄ
Ｓ
Ｏ
が
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｐ
レ
ス

ポ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
訂
正
を
依

頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
ビ
ザ
自
体
が
復
元
さ
れ
た

と
の
報
告
は
現
時
点
で
な
く
、

Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
が
有
効
で
も
、
ビ

ザ
が
無
効
で
あ
れ
ば
再
入
国
に

は
再
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

Ｆ
ー
１
ビ
ザ
留
学
生
に
影
響
：
Ｓ
Ｅ
Ｖ

Ｉ
Ｓ
記
録
の
取
り
消
し
と
復
元
の
動
き

　

長
崎
県
の
大
石
賢
吾
知
事
が

１
日
、
長
崎
県
議
会
議
長
の
徳

永
達
也
氏
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大

使
を
表
敬
訪
問
し
た
。
森
大
使

は
大
使
公
邸
に
お
い
て
、
長
崎

か
ら
直
接
仕
入
れ
た
イ
サ
キ
や

甘
鯛
、
穴
子
な
ど
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
で
昼
食
会
を
主
催

し
、
Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人
会
の
役
員

と
共
に
一
行
を
歓
迎
し
た
。

　

昼
食
会
で
の
話
題
は
、
森
大

使
が
学
生
時
代
に
修
学
旅
行
で

長
崎
の
黒
島
の
教
会
を
訪
問
し

た
個
人
的
な
話
か
ら
、
今
の
ト

ラ
ン
プ
政
権
下
で
の
今
後
の
こ

と
や
、
平
和
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
知
事
自
ら
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
て
、
現

地
の
様
子
を
理
解
し
た
上
で
活

動
を
さ
れ
る
と
い
う
事
は
と
て

も
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
共
有
し
た
。

　

今
回
の
関
係
を
活
か
し
、
今

後
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
場

所
を
活
用
し
て
、
平
和
の
み
な

ら
ず
、
長
崎
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
よ
う
な
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
話
で
昼
食
会
は

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　

左
か
ら
茅
島
航
領
事
（
長
崎
出
身
）、
徳
永
達
也
長
崎
県
議
会

議
長
、
森
美
樹
夫
大
使
、
大
石
賢
吾
長
崎
県
知
事
、
木
下
信
義

Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人
会
会
長
、
高
田
尚
美
Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人
会
副
会
長

長
崎
県
の
大
石
知
事

森
Ｎ
Ｙ
総
領
事
を
表
敬
訪
問

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
約

１
０
０
万
戸
の
規
制
対
象
ア
パ

ー
ト
の
賃
料
を
決
定
す
る
委
員

会
が
、
新
規
1
年
契
約
の
賃
料

を
１
・
75
％
か
ら
４
・
25
％
、

2
年
契
約
を
４
・
75
％
か
ら
７
・

75
％
引
き
上
げ
る
案
を
検
討
し

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
賃

料
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
委
員
会
は
6

月
下
旬
の
最
終
投
票
に
先
立

ち
、
こ
の
数
値
を
基
準
と
し
て

22
日
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
、
提

案
さ
れ
た
値
上
げ
に
関
す
る
最

初
の
公
聴
会
を
開
催
す
る
方
針

だ
。

　

賃
貸
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
委
員
会

職
員
が
作
成
し
た
報
告
書
に
よ

る
と
、
賃
貸
規
制
対
象
ア
パ
ー

ト
の
入
居
者
の
中
間
収
入
は

６
万
ド
ル
で
、
収
入
の
約
３
割

を
家
賃
に
充
て
て
い
る
。
こ
の

数
値
は
、
家
賃
規
制
対
象
ア
パ

ー
ト
に
住
む
テ
ナ
ン
ト
の
約
半

数
が
「
家
賃
負
担
過
重
」
と
み

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
と
い
う
。

　

テ
ナ
ン
ト
支
援
団
体
は
、
こ

の
デ
ー
タ
に
加
え
、
イ
ン
フ
レ

の
影
響
や
低
所
得
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
民
で
現
金
支
援
の
対
象

と
な
る
人
が
増
加
し
て
い
る
点

を
指
摘
し
、
現
在
の
家
賃
水
準

を
維
持
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。

　

今
年
の
賃
貸
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

委
員
会
の
決
定
は
、
民
主
党
市

長
選
の
主
要
な
議
題
と
し
て
も

浮
上
し
て
お
り
、
投
票
は
選
挙

ま
で
に
実
施
さ
れ
る
見
込
み

だ
。
民
主
党
の
7
人
の
市
長
候

補
者
が
委
員
会
に
家
賃
凍
結
を

求
め
、
こ
れ
は
同
委
員
会
が
ビ

ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
在
任
中

の
3
回
実
施
し
た
措
置
と
一
致

し
て
い
る
。

　
「
入
居
者
は
、
生
活
を
改
善

す
る
候
補
者
に
投
票
す
る
準
備

が
で
き
て
い
る
」
と
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
入
居
者
連
合
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
シ
ー
ア
・
フ
ィ

ー
バ
ー
は
話
し
「
家
賃
凍
結

は
、
私
た
ち
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
月

６
０
０
ド
ル
を
戻
す
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
家
賃
と
食

料
品
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
必
要

が
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
住
み
や
す
く
す
る

た
め
に
市
長
が
取
れ
る
最
も
強

力
な
措
置
だ
ろ
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
で
は
賃
貸
入
居
者
が
過

半
数
を
占
め
て
い
る
。
ア
ダ
ム

ス
氏
が
家
賃
凍
結
を
拒
否
す
る

な
ら
、
私
た
ち
は
家
賃
を
凍
結

す
る
市
長
を
選
出
す
る
力
が
あ

る
」
と
述
べ
る
。

　

独
立
候
補
と
し
て
出
馬
し
て

い
る
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市

長
は
記
者
団
に
対
し
、「
小
規

模
な
不
動
産
所
有
者
と
大
規
模

な
不
動
産
所
有
者
を
区
別
す
る

方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
家
賃
凍
結
を
求
め
る
声

を
短
視
眼
的
と
批
判
し
た
。

NY 市内の家賃規制対象物件

賃料値上げが市長選の焦点に

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
https://www.budget.ny.gov
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EVENT
■第４回ジャパンパレード＝ 5/10  13:00 Central Park 
West bet 81st st and 68th st）日本文化の紹介を通じて
日米市民の交流と相互理解を促進するとともに、日系
コミュニティの連帯強化の場として、また我々日本人
を温かく迎えてくれているニューヨークへの感謝の表
意として毎年開催されている。今年はパレードに 113
団体・個人、企業が参加して行進する併せて文化とフー
ドを提供するストリートフェアが行われる。日本から
の特別ゲストとして「進撃の巨人　ザ・ミュージカル」
のキャストを迎えることが決定している。
■ジャパンフェス 5/10  10:00-18:00  Chelsea（6th 
Ave, 24-25th St.）さまざまな日本食や雑貨、アート、
音楽などが楽しめる人気ストリートフェア。おにぎり、
弁当、ラーメン、たこ焼き、シュークリームなどが出
店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ LDHの小林直己、写真集発売記念イベント＝ 5/10  
17:00  紀伊國屋書店 NY本店（1073 6th Ave,）Jポッ
プグループ EXILEと三代目 J ソウルブラザーズのメン
バーとして、また俳優・モデルとして活躍する LDHの
小林直己が今年初の写真集『Art and Age』を発売。紀
伊國屋 1階イベントスペースにて記念イベントを開催
する。
■メイシーズフラワーショー＝ 5/11まで  Macys（151 
W 34th St）メイシーズデパート・ヘラルドスクエア店
にて毎年恒例の春のイベント。今年はエクアドルや、
コロンビア、メキシコ、タイ、そしてアメリカ全土か
ら集められた色とりどりの花や植物が、１階フロアで
咲き乱れ華やかな空間になる。
詳細は www.macys.com/s/fl ower-show/
■日本クラブ主催、第 13回「親子で楽しむファミリー
イベント」＝ 5/14 13:00～ 16:00  日本クラブ（145 W 
57th St.）クラウンショー、和太鼓演奏等のパフォーマ
ンスやワークショップ、巻き寿司の実演・飴細工、水
ヨーヨーすくい、似顔絵、フェイスペインティングな
どを実施。 参加費：会員が大人＄25、子ども＄15、一
般が＄大人 30、子ども＄20。子ども料金は 3～ 13歳、
2歳以下は無料。
詳細は https://www.nipponclub.org/?lang=ja
■ NYメッツと LAドジャースの対戦＝ 5/23～ 5/25  
Citi Field（41 Seaver Way, Flushing）メモリアルデー
の週末、メッツのホーム球場シティーフィールドで、
大谷翔平・山本由伸・佐々木朗希が所属するドジャー
スと千賀滉大が所属するメッツの対戦が行われる。23
日には、日米の強い絆を祝うイベント「ジャパニーズ・
アンド・ジャパニーズアメリカン・コミュニティーナ
イト」も開催。花火も打ち上げられる。スタジアム席
の特別割引チケットは https://www.gofevo.com/group/
JJANight2025

CLASS/SEMINAR
■大愚道場 inニューヨーク＝ 5/17  JAY Conferences
（159 W 25th St. 2F）11:00～ 16:15  愛知県小牧市にあ
る佛心宗大叢山福厳寺住職・大愚元勝による、ブッダ
の智慧を体感しながら学ぶワークショップ。仏教に興
味がある人なら誰でも参加可能。講演は日本語・英語。
参加費：＄100
詳細は https://busshin.mykajabi.com/off ers/venx8jXF/
checkout　　

MUSIC
■マクドナルド・ゴスペル・フェスト＝ 5/10  
Palladium Times Square（1515 Broadway）ゴスペル
歌手の TiA（ティア）率いる 87人編成のサクラ・ジャ
パニーズ・クワイヤが、全米最大級のゴルペル大会の
決勝戦にクワイヤー部門で出演する。2016年の同大会
で優勝したティアはソロイスト部門にも出演し、2回
目の快挙を狙う。入場料：＄128.85～
詳細は https://www.palladiumtimessquare.com
■銀座男声合唱団カーネギー公演＝ 5/19　19:30　
Carnegie Hall, Zankel Hall（881 7th Ave）銀座男声合
唱団による 3度目のカーネギーホール公演。同合唱団
は 2012年、京セラ株式会社の名誉会長・稲盛和夫氏が
率いる経営者の集い「盛和塾」のもとで結成。古都旅情、
青春の詩、群青、民衆の歌が聞こえるか、など Jポッ
プやアニソン、演歌、ミュージカル曲、合唱曲ほかを
披露する。入場無料（ひとり 8人分までチケット入手
可能）。
詳細は https://www.carnegiehall.org

ART
■久住真理子個展「Backyard Beings & Beyond」＝
5/12 ま で  International Center of CCCS（80 Maiden 
Lane, 14F）テーマは「生き生き～ Lively moments」。
動物や鳥たちの生きる瞬間を遊心や気軽さを込めて銅
版画で表現。新作含めた小品を中心に 17点を展示する。
入場無料。　
詳細は https://artspheres.org
■南依岐（みなみ・いぶき）個展「芸核一如」＝
5/8 ～ 6/28　Gallery of Contemporary Art (GOCA) by 
Garde（515 W 23rd St, ）日本と韓国のルーツを持ち、
米国で育った南の作品には 3つの文化の影響が色濃く
表れている。タイトルの「芸核 (Art Core)」は「一つの
作品の中に芸術の核を見出し、追求し、表現しきる」
という南の創作理念を体現するもの。同展では 3つの
シリーズを展示する。入場無料。
詳細は https://www.goca.gallery/
■アンネ・フランク展＝ 10/30まで　Center for Jew-
ish History（15 West 16th St,）第 2次大戦中のユダヤ
人迫害の被害者で、『アンネの日記』を書いたことで知
られる少女の短い人生を振り返る。アムステルダムの
アンネ・フランク・ハウスから 100点以上のコレクショ
ンが展示されるほか、ナチスから逃れるために 2年間
潜伏していた隠れ家をアムステルダム以外で初めて原
寸大で再現する。入場料：一般＄21～、17歳以下＄16
～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org

 千葉真知子の
 ART COOKING

　
　

あ
お
さ
の
り
と
た
け
の
こ

を
卵
に
入
れ
て
焼
き
上
げ
る
旬

な
ら
で
は
の
卵
焼
き
で
す
。
お

弁
当
の
お
か
ず
に
い
か
が
で
し

ょ
う
？

材料
卵 ......................... 3個　
醤油 ....................大１　
砂糖 ....................大１　
乾燥あおさのり ..小１　
水 ........................大１　
筍 .....................小１/4

筍
と
あ
お
さ
の
り
の
卵
焼
き

作
り
方

１
．
容
器
に
あ
お
さ
の
り
と
水

を
入
れ
て
ふ
や
か
す
。

２
．
筍
は
ス
ラ
イ
ス
に
し
て
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

３
．
ボ
ウ
ル
に
卵
を
入
れ
て
は

し
で
よ
く
混
ぜ
、
醤
油
、
砂
糖
、

①
の
あ
お
さ
の
り
、
②
の
筍

を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

４
．
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
熱
し
、
③
を

卵
焼
き
の
要
領
で
作
り
、
出
来

上
が
っ
た
ら
巻
き
す
に
の
せ
て

巻
く
。
そ
の
あ
と
３
セ
ン
チ
に

切
っ
て
皿
に
盛
り
付
け
る
。

　

Edamovement Lab

の
旗

揚
げ
公
演
が
４
月
28
、
29
日

の
両
日
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
の
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
上
演
さ
れ
た
「The 

Seven Gods

」
は
、
日
本
文
化

の
七
福
神
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま　

さ
ま
ざ
ま
な
ダ
ン
ス
・
ス
タ
イ

ル
を
取
り
入
れ
た
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
で
表
現
す
る
舞
台
作
品
。

　

Edamovement Lab

は
、

堀
部
た
ま
き
、
小
島
風
香
、
松

本
涼
花
が
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
表
現
の
場
作
り
と
し
て
、

昨
年
12
月
に
設
立
。本
作
で
は
、

新
進
気
鋭
の
7
人
の
女
性
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
が
、
言
葉
を
使
わ
な

い
身
体
の
動
き
だ
け
で
神
々
の

思
い
を
個
性
豊
か
に
表
現
。
感

情
を
揺
さ
ぶ
る
音
楽
や
波
の
効

果
音
な
ど
、
視
覚
と
聴
覚
を
刺

激
す
る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ス
テ

ー
ジ
で
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し

た
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

舞
台
は
、
瑞
々
し
い
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
と
工
夫
を
凝
ら
し
構

築
。
神
々
の
お
面
は
堀
部
が
担

当
、
衣
装
は
ス
タ
イ
リ
ス
ト

のMiu

を
迎
え
、
手
拭
い
と

古
着
を
リ
メ
イ
ク
、
劇
中
の
杖

や
釣
り
竿
は
公
園
で
見
つ
け
た

木
々
で
作
り
、
コ
ラ
ボ
参
加
の

whuhao network TENUGUI 
ART

は
、
手
拭
い
を
結
び
つ

な
げ
た
タ
ワ
ー
、
色
鮮
や
か
な

風
呂
敷
を
使
用
し
た
座
布
団
な

ど
を
提
供
、
独
特
の
世
界
観
を

作
る
重
要
な
要
素
を
担
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
野
洋
）

　

後
列
左
か
ら
松
本
涼
花
、
黒
木
璃
七
、
堀
部
た
ま
き
、
小
島
風
香
、
前
列
左

か
ら
立
脇
智
絵 

、
加
来
文
子
、
平
野
珠
涼

旗揚げ公演で魅了
Edamovement Lab

七
福
神
を
題
材
に

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ

https://www.yoobalancetherapy.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://qbhouseusa.com/
https://goshikiprinting.com/
https://www.japanfes.com
http://www.macys.com/s/fl
https://www.nipponclub.org/?lang=ja
https://www.palladiumtimessquare.com
https://www.carnegiehall.org
https://artspheres.org
https://www.goca.gallery/
https://www.annefrankexhibit.org
https://busshin.mykajabi.com/offers/venx8jXF/checkout
https://www.gofevo.com/group/JJANight2025
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女
性
初
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
成
功
日
本
人
の
記
録
映
画

無
料
上
映
会
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
で
開
催

　

今
年
で
38
回
目
と
な
る
「
ワ

イ
ル
ド
ウ
ッ
ズ
国
際
凧
の
祭

典
」
が
、
５
月
23
日
（
金
）
か

ら
26
日
（
月
）
ま
で
、
ケ
ー
プ

メ
イ
郡
ワ
イ
ル
ド
ウ
ッ
ド
、
リ

オ
グ
ラ
ン
デ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
ビ

ー
チ
で
開
催
さ
れ
る
。

　

４
日
間
の
会
期
中
に
は
、

様
々
な
形
を
し
た
無
数
の
凧
が

ビ
ー
チ
の
空
を
覆
う
様
を
観
賞

し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
用
凧

の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
屋
内
凧
選
手
権
な
ど
の

見
学
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
世

界
の
凧
の
展
示
な
ど
、
数
々
の

行
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
入
場
は
無
料
。

www.skyfestivals.com
/

events

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
在
住
の

日
本
人
グ
ル
ー
プ
「
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
リ
ー

グ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ
）」
は
、
５

月
14
日
（
水
）
の
午
後
４
時
か

ら
と
、
19
日
（
月
）
の
午
後
６

時
か
ら
の
２
回
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

シ
テ
ィ
公
立
図
書
館
フ
ァ
イ
ブ

コ
ー
ナ
ー
ズ
分
館
（
ジ
ャ
ー
ジ

ー
シ
テ
ィ
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
ア

ベ
ニ
ュ
ー
６
７
８
番
地
）
で
、

女
性
と
し
て
世
界
で
初
め
て
エ

ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た

「
エ
ベ
レ
ス
ト
日
本
女
子
登
山

隊
（
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
）」
の
軌
跡
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「JW

EE 1975: W
omen's 

Quest for Everest

」
の
無
料

上
映
会
を
開
催
す
る
。

　

１
９
７
５
年
５
月
16
日
、
田

部
井
淳
子
さ
ん
が
女
性
と
し
て

世
界
で
初
め
て
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
に
成
功
し
た
。
田
部
井
さ
ん

は
、
専
業
主
婦
や
教
師
、
電
子

技
術
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
15
人

の
女
性
で
構
成
さ
れ
た
「
エ
ベ

レ
ス
ト
日
本
女
子
登
山
隊
（
Ｊ

Ｗ
Ｅ
Ｅ
）」
の
一
員
だ
っ
た
。

本
作
品
は
、
１
９
７
５
年
当
時

の
登
山
隊
に
密
着
取
材
し
た
貴

重
な
フ
ィ
ル
ム
映
像
に
加
え
、

２
０
１
４
年
〜
15
年
に
撮
影
さ

れ
た
田
部
井
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
元
隊
員
、
登
頂
を
支
え
た

現
地
の
登
山
ガ
イ
ド
、
そ
し
て

専
門
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

織
り
交
ぜ
た
記
録
映
画
と
な

る
。本
作
品
を
監
督
し
た
の
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ
代
表
の
須
藤
史
奈

子
さ
ん
。

　

須
藤
監
督
は
「『
女
性
に
は

無
理
』
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代

に
、
社
会
の
偏
見
や
資
金
難
、

予
期
せ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
乗

り
越
え
、
前
人
未
到
の
高
み
に

挑
ん
だ
彼
女
た
ち
。そ
の
勇
気
、

団
結
、
不
屈
の
精
神
が
、
今
、

映
像
と
証
言
に
よ
っ
て
よ
み
が

え
り
ま
す
。
世
界
の
頂
を
目
指

し
た
女
性
た
ち
の
情
熱
と
挑
戦

国
際「
凧
」の
祭
典

今
年
も
ワ
イ
ル
ド
ウ
ッ
ド
で
開
催

の
物
語
を
、
こ
の
機
会
に
ご
覧

下
さ
い
。」
と
語
っ
て
い
る
。

　

上
映
時
間
１
時
間
９
分
。
言

語
：
日
本
語
・
英
語
。

イベント詳細：
https://jclibrary.libcal.com/event/14505134

問合せ：
https://jwee1975.com/contact-us/

　

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス

配
信
サ
ー
ビ
ス
「
パ
ッ
チ
」
の

報
道
に
よ
る
と
、
１
月
以
降
、

バ
ー
ゲ
ン
郡
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
や

近
隣
の
郵
便
ポ
ス
ト
か
ら
投
函

さ
れ
た
小
切
手
が
盗
ま
れ
、
大

金
が
換
金
さ
れ
る
な
ど
の
事
件

が
多
発
し
て
い
る
。

　

グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
警
察
の
発
表

に
よ
る
と
、
同
町
の
郵
便
局
前

に
設
置
さ
れ
た
郵
便
ポ
ス
ト
に

投
函
さ
れ
た
小
切
手
が
何
者
か

に
盗
ま
れ
、
換
金
手
続
き
が
取

ら
れ
る
事
件
が
１
月
と
２
月

に
発
生
。
合
計
被
害
金
額
は

２
万
３
千
ド
ル
を
超
え
る
と
い

う
。
幸
い
、
被
害
者
は
す
ぐ
に

銀
行
に
被
害
届
を
提
出
、
換
金

は
無
効
に
な
っ
た
。
一
方
、
３

月
に
は
近
隣
の
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド

の
住
民
が
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
の
郵

便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た
７
千
ド

ル
の
小
切
手
が
何
者
か
に
盗
ま

れ
換
金
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
件

も
発
生
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

３
月
に
は
、
２
月
に
同
町
の
郵

便
ポ
ス
ト
に
住
民
が
投
函
し
た

電
話
料
金
32
・
68
ド
ル
の
小
切

手
が
何
者
か
に
盗
ま
れ
、
額
面

は
１
９
０
０
・
43
ド
ル
に
、
宛

名
も
知
ら
な
い
人
物
名
に
書
き

換
え
ら
れ
て
入
金
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
事
件
も
発
覚
し
て

い
る
。
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
警
察
に

は
他
に
も
い
く
つ
か
郵
便
物
盗

難
の
被
害
届
が
届
い
て
い
る
と

し
、
現
在
も
同
警
察
と
、
公
的

機
関
の
Ｕ
Ｓ
ポ
ス
タ
ル
イ
ン
ス

ペ
ク
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
連
携

し
て
事
件
の
捜
査
を
し
て
い
る

と
い
う
。
グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
周
辺

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
当
面
、

支
払
い
小
切
手
な
ど
の
郵
便
物

は
、
違
う
地
域
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
。

グ
レ
ン
ロ
ッ
ク
周
辺
の
郵
便
ポ
ス
ト
で

小
切
手
盗
難
多
発

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
http://www.skyfestivals.com/events
https://jclibrary.libcal.com/event/14505134
https://jwee1975.com/contact-us/
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写
真
家
、
橋
本
よ
し
憲
さ
ん

は
、１
９
５
９
年
（
昭
和
34
年
）

に
福
岡
県
小
倉
で
生
ま
れ
た
。

中
学
生
時
代
か
ら
父
親
の
機
械

好
き
の
影
響
で
、
カ
メ
ラ
を
持

ち
写
真
撮
影
を
始
め
る
。
高
校

時
代
は
写
真
部
に
籍
を
置
き
、

近
く
の
北
九
州
飛
行
場
に
飛
行

機
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
。

エ
ア
ロ
ス
バ
ル
だ
っ
た
と
い
う

か
ら
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
。
78

年
に
九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部

写
真
学
科
に
入
学
。
ポ
ー
ト
レ

ー
ト
写
真
に
興
味
を
持
ち
ス
ト

リ
ー
ト
で
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

を
撮
り
ま
く
る
。
卒
業
時
に
は

白
黒
セ
ル
フ
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で

高
い
評
価
を
得
た
と
い
う
が
４

年
時
に
英
語
の
追
試
に
失
敗
し

て
卒
業
に
５
年
か
か
っ
た
。

　

１
９
８
３
年
、
両
親
に
一
年

だ
け
と
約
束
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
。
生
き
た
写
真
の
現
場
を

見
た
く
て
色
々
な
写
真
家
に
電

話
を
か
け
る
が
、
下
手
な
英
語

の
た
め
ア
ポ
イ
ン
ト
が
取
れ

ず
、
最
後
の
切
り
札
、
ア
メ
リ

カ
ン
ヴ
ォ
ー
グ
な
ど
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
誌
で
仕
事
を
し
て
い
た
日

本
人
写
真
家
、
石
室
英
介
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
に
採
用
さ
れ
る
。

白
黒
プ
リ
ン
ト
の
ト
ム
・
ジ
ェ

イ
キ
ン
ス
と
こ
の
頃
知
り
合
い

彼
の
仕
事
を
手
伝
う
。
白
黒
プ

リ
ン
タ
ー
の
カ
ル
ロ
ス
・
グ
ー

ズ
マ
ン
が
ジ
ェ
イ
キ
ン
ス
の
ラ

ボ
か
ら
独
立
す
る
の
を
手
伝

う
。
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
の
兄
、

コ
ー
ネ
ル
・
キ
ャ
パ
の
マ
グ
ナ

ム
と
Ｎ
Ｙ
写
真
フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
で
有
名
な
ア
プ
チ
ャ
ー
の

仕
事
を
手
伝
う
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
フ
ォ
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
ア
ル
バ
ー
ト
・
ワ
ト
ソ
ン

や
パ
ト
リ
ッ
ク
・
デ
マ
ー
シ
ェ

リ
エ
の
仕
事
を
共
に
す
る
。

　

こ
の
こ
ろ
、
な
け
な
し
の

金
を
叩
い
て
ラ
イ
カ
を
購
入
す

る
。
ラ
イ
カ
と
フ
ィ
ル
ム
の
イ

ル
フ
ォ
ー
ド
と
相
性
の
良
さ
に

驚
き
、
今
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
が

続
い
て
い
る
と
い
う
。
プ
ロ
の

写
真
家
が
ラ
イ
カ
で
撮
影
す
る

と
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の

か
、
写
真
集
は
物
語
る
。
実

物
の
本
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
のDashwood 

books  33 Bond St. 

で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

Leica note
橋本よし憲・著
マグノリア出版・刊

■「一見、いい人」が一番こわい！（下園壮太、王様文庫）
噂話が好き、他人の悩みを聞きたがる、おせっかいなど、「い
い人」を装ったずる賢さで、あなたをコントロールしよう
としてくる人がいる。そんな「一見、いい人」への、心が
ざわざわする嫌な気持ちは表現しにくい。じわじわダメー
ジを与えてくる「いい人」を心理カウンセラーがタイプ別
に対処法を紹介。そんな相手に振り回されない方法も解説
する。■アルプス席の母（早見和真、小学館）菜々子は看
護師をしながら一人息子の航太郎を育てていた。湘南のシ
ニアリーグで活躍する航太郎には関東一円からスカウトが
来ていたが、選んだのは大阪の新興校だった。息子ととも
に、菜々子もまた大阪に拠点を移すことを決意する。果た
してふたりの夢は叶うのか。■このオムライスに、付加価
値をつけてください（柿内尚文、ポプラ社）ハワイでダウ
ンジャケットを売る方法は？揚げ物についているパセリの
付加価値とは？仕事はもちろん、人生にも役に立つ日本一
わかりやすい「付加価値」のつくり方。うまくいく人とい
かない人の違いは「付加価値づくり」にある。72の具体
例とイラスト図解で付加価値の正体を解説する。■部下を
もったらいちばん最初に読む本（橋本拓也、アチーブメン
ト出版）部下をもってマネジメントを任されるようになり、
悩む人たちの声をよく耳にする。その解決策として提案す
るのは「マネジメントは技術。学べば誰もが習得できるもの」ということ。トッ
プコンサルタントによる、心理学をベースにした新しいマネジメントの手法
をまとめた一冊。■遊行期（五木寛之、朝日新書）加齢と折り合いをつけて
どう生きるか。92歳の作家・五木寛之が、人生を４つに分けるインドの住
期の最後、「遊行期」という平穏な時に身をおいて考える。人生100年を生
き切るための明るい「修養」や執筆活動の根源を明かす。■泣きたい午後の
ご褒美（小川糸・織守きょうや他、ポプラ社）どんなときでも喫茶店でのひ
と休みと「物語」が私たちを癒してくれる。アルバイトをはじめた憧れのカ
フェで。神保町のレトロ喫茶で。紅茶占いが名物の洋館で。お茶の時間に交
錯する人間ドラマを描き出した６人の作家による6つの物語。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
「
一
見
、い
い
人
」へ
の
対
処
法
。母
親
た
ち
の
熱
闘
甲
子
園
。日
本
一
わ
か
り
や
す
い「
付

加
価
値
」
の
つ
く
り
方
。
ト
ッ
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
教
え
る
心
理
学
メ
ソ
ッ
ド
。
加
齢

と
向
き
合
い
、
ど
う
生
き
る
か
。
喫
茶
店
の
６
つ
の
人
間
ド
ラ
マ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

黒
い
服
を
着
た
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
が
登
場
し
音
楽
を
奏
で
ま

す
。
そ
の
音
が
、
い
ろ
ん
な
色

に
な
っ
て
バ
イ
オ
リ
ン
か
ら
飛

び
立
ち
、
大
き
く
な
っ
て
月
や

太
陽
に
な
っ
た
り
、
虹
や
涙
の

し
ず
く
に
な
り
、
そ
れ
が
地
上

に
落
ち
て
、
そ
こ
か
ら
芽
が
出

て
花
が
咲
き
ま
す
。
そ
し
て
音

は
ま
た
小
さ
な
色
の
か
た
ま
り

に
戻
っ
て
、
そ
っ
と
バ
イ
オ
リ

ン
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
き
ま

す
。
演
奏
を
終
え
、
黒
い
服
が

さ
ま
ざ
ま
な
色
に
染
ま
っ
た
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
は
、
お
辞
儀
を

し
て
去
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

　
『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』
の

作
者
で
Ｎ
Ｙ
州
シ
ラ
キ
ュ
ー

ス
出
身
の
絵
本
作
家
、
エ
リ

ッ
ク
・
カ
ー
ル
（
１
９
２
９

〜
２
０
２
１
年
）
に
よ
る
、

１
９
７
３
年
発
行
の
絵
本
。
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
最
初
の
セ
リ

フ
以
外
は
文
字
が
な
い
絵
本
で

ま
る
で
打
ち
上
げ
花
火
の
よ
う

に
鮮
や
か
な
色
が
見
開
き
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
、
読
者
が
自
由

に
想
像
で
き
る
。
エ
リ
ッ
ク
・

カ
ー
ル
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
傑
作

と
い
え
る
一
冊
。
日
本
語
で
読

む
な
ら
『
う
た
が
み
え
る
き
こ

え
る
よ
』（
偕
成
社
）。（
高
田
）

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
傑
作

 『I See a Song』
Written by Eric Carle

Published by Penguin Books Ltd

写真上：Peru ペルー 1991
写真下：Paris France フランス・パリ　1995

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 158

MAY

  ◇氏名：リサ・シャクリー　（27
歳）
◇職業：ワインバーのバーテン
ダー
◇居住地：ベルギーの首都ブ
ラッセル
◇着用の服：ジーパンはリーバ
イス５０１、バッグはウィーク
デイ、シャツはH&M、靴は「履
き心地満点で、旅行にうってつ

けの」メンフィスト
◇よく利用する店：ビンテージ
◇好きなブランド：マッシモ、
ウィークデイ
◇着こなしで気をつけているこ
と：着心地満点で、パーソナリ
ティを出す装いを好む
◇撮影場所：ハイライン・パー
クの北端、ハドソンヤード前

ハ
イ
ラ
イ
ン
は
高
層
ビ
ル
繋
ぐ

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ダ
ン
ボ
地

区
に
12
か
所
あ
る
公
共
ア
ー
ト

壁
画
に
ま
た
一
つ
現
代
ア
ー
ト

が
加
わ
っ
た
。
カ
ラ
フ
ル
な
リ

ン
グ
が
描
か
れ
た
作
品
「
ウ
ォ

ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
は
、
も
と
も

と
、
１
９
７
０
年
代
に
日
本
の

玩
具
メ
ー
カ
ー
、
タ
カ
ラ
ト
ミ

ー
か
ら
誕
生
し
、
子
ど
も
た
ち

の
間
で
大
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
お

も
ち
ゃ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
作

品
だ
。
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
水

中
に
浮
か
ぶ
リ
ン
グ
を
水
圧
で

上
手
に
棒
に
入
れ
る
こ
と
を
楽

し
む
感
情
を
揺
さ
ぶ
り
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
大
人
ま
で
を
夢

中
に
さ
せ
る
躍
動
感
。
そ
こ
に

「
静
か
な
穏
や
か
さ
を
美
学
と

す
る
日
本
文
化
の
影
響
を
ベ
ー

ス
に
、
Ｎ
Ｙ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
環
境
か

ら
受
け
た
影
響
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、『
静
』
と
『
動
』
の

文
化
を
融
合
す
る
今
回
の
作
品

が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
い
う
の

は
、
市
交
通
局
と
ダ
ン
ボ
地
区

経
済
開
発
局
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を

委
託
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ

オ
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ 

Ｎ
Ｙ
社
（
本
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
花
原
正
基
社

長
）の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

瀬
島
葵
さ
ん
（
24
）
だ
。
作
画

デ
ザ
イ
ン
を
同
社
で
行
い
、
塗

装
は
野
外
広
告
で
世
界
的
に
評

価
さ
れ
て
い
る
会
社
が
ハ
ン
ド

ペ
イ
ン
ト
し
た
。

　

東
京
生
ま
れ
で
親
の
転
勤
で

海
外
生
活
が
長
く
、
２
０
１
１

年
、
小
学
校
５
年
生
の
時
に
来

米
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
で
高
校
ま
で
生
活

し
、
17
歳
の
時
に
地
元
の
ア
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
１
位
に
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
美
大
に

進
も
う
と
決
心
。
パ
ー
ソ
ン
ズ

美
術
大
学
へ
進
み
２
０
２
３
年

に
卒
業
。
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
ル

規
模
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
制

作
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
仕
事
で
活
躍
し
て

い
る
。「
人
の
心
が
動
く
も
の

を
制
作
し
よ
う
と
日
々
試
み
て

い
ま
す
」
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー

ム
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
ボ
タ
ン
を

キ
ュ
っ
と
押
し
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
壁
画
ア
ー
ト
描
く

アートディレクター

瀬島 葵さん

作品の前に立つ瀬島さん（ 所在地は 108 Adams St. Brooklyn NY 11201 ）　　　五月晴れのハドソンヤード。34丁目からハドソン川に沿ってハイライン・
パークを歩くと東側に聳えたつ超高層ビルに圧倒される。ビルの一部は住宅や
オフィスに使用され、30番地のエッジ展望台は高さ３３５メートルの屋外プ
ラットホームでハドソン川一帯の景色が素晴らしい。眼下には階段 154段と
80の踊り場から成る蜂の巣に似た建築物「ベッセル」がある。ここから飛び
降り自殺をする者が一時問題となって閉鎖されたが、今は再オープンしている。
ハドソンヤードには食事やショッピンッグでも賑わうモール、「The Shops & 
Restaurants at Hudson Yards」もある。この新しい複合施設の建設は２０１２
年後半に始まり、最初の部分は２０１９年初めにオープン、さまざまな観光ス
ポットやアクティビティが提供され、地下鉄７号線でアクセスできる。 （ワイ
ンスタイン今井絹江、写真も )

http://www.ojfd.com
https://reformanyc.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.salon-oasis.net
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
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４
月
22
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
の
そ
ら
組
と
た
い
よ
う

組
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
で

マ
ス
ク
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
に
出
か

け
た
。
前
日
の
雨
の
た
め
、
ぬ

か
る
ん
だ
道
を
長
靴
を
履
い
て

登
園
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。

当
日
は
天
気
が
良
く
な
り
、
園

の
子
ど
も
た
ち
に
「
行
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
！
」
と
見
送
ら
れ
、

大
き
な
声
で
「
行
っ
て
き
ま

す
！
」
と
応
え
笑
顔
で
バ
ス
に

乗
り
込
ん
だ
。

　

到
着
後
は
マ
ス
ク
ー
ト
フ
ァ

ー
ム
の
歴
史
が
わ
か
る
映
像
を

見
た
り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
馬

車
な
ど
を
見
た
。「
く
さ
ー
い
」

と
子
ど
も
た
ち
が
大
き
な
声
を

出
し
て
、
思
わ
ず
鼻
を
押
さ
え

た
の
は
豚
小
屋
。
豚
も
大
き
な

鳴
き
声
で
子
ど
も
た
ち
を
出
迎

え
た
。
中
を
覗
き
込
み
「
か
わ

い
い
！
あ
か
ち
ゃ
ん
の
豚
が
い

る
」
と
、
み
ん
な
に
お
い
を
忘

れ
て
大
喜
び
。
鶏
小
屋
か
ら
は

ト
コ
ト
コ
と
鶏
た
ち
が
出
て
き

て
「
い
っ
ぱ
い
き
た
よ
」「
し

ろ
い
鶏
も
い
る
よ
」
と
口
々
に

話
し
合
っ
て
い
た
。
ヘ
イ
ラ
イ

ド
は
ガ
タ
ガ
タ
と
大
き
く
揺
れ

た
が
、
そ
れ
も
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
青
空
の

下
、
お
弁
当
を
食
べ
て
春
の
１

日
を
満
喫
し
た
。
天
気
に
恵
ま

れ
ず
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
き
、
久

し
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
フ
ィ

ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
。
園
に
帰
っ

て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

楽
し
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

こどものくに幼稚園

農場見学楽しむ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
５
月

５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ

て
４
月
28
日
か
ら
の
１
週
間

「
こ
い
の
ぼ
り
週
間
」
を
行
っ

た
。
こ
い
の
ぼ
り
は
、
日
本
の

風
習
で
、
江
戸
時
代
に
武
家
で

始
ま
っ
た
。
端
午
の
節
句
に
男

児
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

家
庭
の
庭
先
に
飾
る
鯉
の
形
に

模
し
て
作
っ
た
の
ぼ
り
の
こ
と

だ
。
風
に
な
び
き
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
を
見

た
子
供
達
は
「
初
め
て
こ
い
の

ぼ
り
を
み
た
。
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
た
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い

た
。
子
供
達
は
日
本
の
行
事
に

触
れ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。

こいのぼり週間
ニュージャージー日本人学校

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル（
ピ
エ
ー
ル
・

ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ペ
ロ
学
長
）

全
日
制
幼
児
部
日
本
語
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
フ
レ
ン
チ
プ
ロ
グ
ラ

ム
のPreK-3

と
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
の
生
徒
を
招
き
「
子

ど
も
の
日
・
端
午
の
節
句
」
を

お
祝
い
し
た
。
ま
ず
は
教
員
が

写
真
や
動
画
を
見
せ
な
が
ら
、

鎧
兜
、
鯉
の
ぼ
り
、
柏
餅
の
由

来
を
は
じ
め
と
す
る
端
午
の
節

句
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
。
子

ど
も
た
ち
は
教
室
の
真
ん
中
に

据
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
鎧
兜

だ
と
知
る
と
感
動
し
た
表
情
を

見
せ
、
ま
た
、
鯉
が
川
の
流
れ

に
逆
ら
っ
て
泳
い
で
い
る
様
子

を
興
味
深
く
見
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
大
き
な
紙
を
使
っ

て
兜
の
制
作
を
行
っ
た
。
途
中

ま
で
で
き
て
い
る
兜
を
教
員
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
仕
上
げ

た
。
完
成
す
る
と
誇
ら
し
げ
に

か
ぶ
り
、
武
士
の
気
分
を
味
わ

い
な
が
ら
最
後
は
記
念
撮
影
。

勇
ま
し
い
五
月
人
形
を
背
景

に
、
か
わ
い
ら
し
い
武
士
が
勢

ぞ
ろ
い
し
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

フ
ラ
ン
ス
校
と
こ
ど
も
の
日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
校
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ

ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園

長
）
は
11
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で
、「
母
の

日
」の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

未
就
園
の
子
ど
も
と
家
族
が
集

ま
り
、
日
本
の
行
事
を
楽
し
く

体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
２

回
目
の
今
回
は
「
母
の
日
」
を

テ
ー
マ
に
、
母
の
日
ギ
フ
ト
を

作
っ
た
り
、
読
み
聞
か
せ
を
行

う
。
集
い
後
、
希
望
者
に
は
学

園
内
の
ツ
ア
ー
も
あ
る
。
定
員

は
８
家
族
程
度
。
参
加
費
は
子

ど
も
25
ド
ル
（
兄
弟
姉
妹
も
参

加
可
能
。
一
緒
に
製
作
を
す

る
場
合
は
ひ
と
り
10
ド
ル
追

加
）。
対
象
年
齢
は
１
歳
か
ら

２
歳
半
ま
で
。
要
予
約
。
参
加

希
望
者
は
８
日
（
木
）
ま
で
に

https://docs.google.com/
forms/d/e/1FAIpQLSfZGt
M4OyDYcei4g1gsg4V62d
GNpsks7C14v5VgEw8CO
2gLYg/viewform 

か
ら
予
約

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｅ
メ
ー
ルafternj@nyikuei.

org （
中
村
さ
ん
）
ま
で
。

母
の
日
イ
ベ
ン
ト
開
催

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ
校

「
初
め
て
こ
い
の
ぼ
り
見
た
」

http://www.gwjs.org
https://www.aozoracommunity.org/
https://slide-method.com/event-lesson_foundation/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://ymcatfv.org/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfZGtM4OyDYcei4g1gsg4V62dGNpsks7C14v5VgEw8CO2gLYg/viewform
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４
月
26
日
、
育
英
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
（
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
半
場
綾
子
）
で
毎
年
恒
例

の
お
花
見
昼
食
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
子
ど
も
た
ち
は
「
外

で
食
べ
ら
れ
な
い
の
？
」
と
少

し
残
念
そ
う
な
様
子
を
見
せ
な

が
ら
も
、
教
室
に
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
を
広
げ
る
と
す
ぐ
に
笑
顔

が
戻
っ
た
。
窓
い
っ
ぱ
い
に
広

が
る
満
開
の
桜
を
眺
め
な
が

ら
、
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
昼
食

を
楽
し
ん
だ
。「
窓
の
外
の
桜
、

絵
本
み
た
い
」「
ピ
ン
ク
の
花

び
ら
が
ふ
わ
ふ
わ
し
て
る
」
と

子
ど
も
た
ち
は
口
々
に
感
想
を

伝
え
合
い
な
が
ら
、
友
だ
ち
と

の
会
話
を
楽
し
ん
だ
。

　

雨
に
濡
れ
た
桜
は
ま
る
で
水

彩
画
の
よ
う
な
柔
ら
か
さ
で
、

園
庭
を
彩
っ
て
い
た
。
自
然
と

ふ
れ
あ
う
楽
し
み
は
、
晴
れ
の

日
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

一
日
と
な
っ
た
。
毎
年
、
お
花

見
の
後
は
花
び
ら
が
静
か
に
舞

い
落
ち
、
園
庭
の
地
面
を
ピ
ン

ク
色
に
染
め
上
げ
、裏
庭
は「
桜

の
絨
毯
」
と
な
る
。
子
ど
も
た

ち
は
「
桜
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
で

き
て
る
！
」
と
、
裏
庭
の
景
色

に
目
を
輝
か
せ
た
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
で

は
、
生
活
科
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
桜
の
木
を
ス
ケ
ッ
チ
し

た
り
、
桜
の
つ
ぼ
み
を
摘
ん
で

塩
漬
け
に
し
、
新
年
に
桜
茶
と

し
て
味
わ
う
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は

「
こ
の
桜
で
お
茶
が
で
き
る
ん

だ
！
」と
目
を
丸
く
し
な
が
ら
、

春
の
恵
み
を
身
近
に
感
じ
る
体

験
を
重
ね
て
い
る
。

お
花
見
昼
食
会

育
英
サ
タ
デ
ー
Ｎ
Ｊ
校

　

親
子
で
日
本
文
化
を
楽

し
め
る
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

「
和 Wa New York ~ The 

Beauty of Japan ~
」

が
、

母
の
日
の
11
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
、NY Dance 

Artistry

（
針
山
バ
レ
エ
ス
タ

ジ
オ
：
７
番
街
４
２
１
番
地

３
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。（
主

催
：salon & studio NAO 

style 

小
川
直
歩
子
、Amical 

Table, LLC 

久
喜
摩
弓
）

　

第
１
部
は
、
宮
川
晴
代
＝

写
真
上
＝
に
よ
る
日
本
の

伝
統
芸
能
・
狂
言
「
福
の

神
」
と
呼
吸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
第
２
部
は
、
中
森
明
菜

の
衣
装
を
手
が
け
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
紫
藤
尚
世
＝
写
真
下
＝
の

AAAPARE

ブ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。
第
３
部
で

は
、
和
小
物
、
帯
バ
ッ
グ
、
書

道
な
ど
の
出
展
紹
介
や
軽
食
付

き
交
流
会
が
行
わ
れ
る
。
入
場

料
は
大
人
85
ド
ル
、
学
生
・
18

歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
はhttps://sites.google.
com/view/wa-newyork-
the-beauty-of-japan/home 

を
参
照
す
る
。

親
子
で
日
本
文
化

「
和 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
11
日
に

　

４
月
27
日
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン

ト
ン
公
共
図
書
館
で
日
本
春
祭

り
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
英
語
を
母
語
と
し
な

い
人
向
け
の
英
語
教
育
部
門

（
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
の
ス
タ
ッ
フ
で

あ
る
ア
レ
ハ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
ダ

氏
と
、
図
書
館
で
英
語
を
学
ぶ

８
人
の
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
学
生
で
構
成

さ
れ
た
委
員
会
が
企
画
・
運
営

し
た
。
当
日
は
、
け
ん
玉
、
書

道
、
折
り
紙
、
ゆ
か
た
着
付
け

フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
、
寿
司
作
り
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

日
本
文
化
を
体
験
で
き
る
多
様

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
行
わ
れ

た
。
寿
司
等
の
軽
食
は
、
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
食
料

品
店
「Tominaga Shouten

」

が
提
供
、
参
加
者
か
ら
好
評
を

得
た
。
ま
た
、
ボ
ン
ダ
ン
ダ
ン

ス
グ
ル
ー
プ
、
木
村
陽
子
氏
の

三
味
線
演
奏
、
リ
ュ
ウ
シ
ン
カ

ン
に
よ
る
剣
術
演
武
、
そ
し
て

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
タ
イ
コ
・
ド

ラ
マ
ー
ズ
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
フ

ィ
ナ
ー
レ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
た
。
元
山
口
レ
ス

ト
ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
山

口
夫
妻
は
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
長
年
の

献
身
と
多
大
な
貢
献
を
称
え
ら

れ
表
彰
さ
れ
た
。

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

図
書
館
で
日
本
春
祭
り

表彰された山口夫妻

 　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５
年
度
第
58

回
目
夏
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】 

7
月
12
日
号

応
募
締
切
：
7
月
2
日
（
水
）
必
着

●
幼
児
の
部

　

鉛
筆
を
し
っ
か
り
持
ち
、
力
を
込
め
て
ゆ
っ

く
り
と
大
き
な
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

姿
勢
を
正
し
、
最
後
ま
で
丁
寧
で
大
き
な
字

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　
「
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
」
を
き
ち
ん
と
書

き
表
し
、
長
い
縦
画
は
真
っ
直
ぐ
に
書
き
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

字
と
字
の
間
を
あ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
行
の

中
心
に
字
を
書
き
揃
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
中
学
の
部

　　

行
頭
を
揃
え
、
お
手
本
を
よ
く
見
な
が
ら
乱

れ
な
く
書
き
写
す
こ
と
に
集
中
し
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

文
字
の
一
点
一
画
に
流
れ
の
表
現
を
加
え
、

調
和
が
取
れ
た
書
き
方
を
心
が
け
ま
す
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
58
回
夏
季
課
題
の
発
表
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日
系
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
会
社
の

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ　

Ｕ
Ｓ
Ａ
社
（
本
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
は
４
月
19
日

小
学
1
年
生
〜
6
年
生
を
対
象

に
、
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
こ
ど
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
日
本
語
で
開
催
し

た
。
当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
東
海
岸

と
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
の
こ
ど

も
た
ち
、
そ
し
て
日
米
の
同
社

の
社
員
総
勢
23
人
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
は
宿
題
と
し

て
、
事
前
に
家
に
あ
る
「
ほ
っ

た
ら
か
し
モ
ノ
」
に
顔
や
手
足

を
つ
け
た
「
つ
く
も
が
み
」
を

作
り
、
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
と
工
夫
が
つ
ま
っ
た
「
つ

く
も
が
み
」
を
紹
介
し
あ
い
な

が
ら
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

動
か
す
、
写
真
に
と
る
、
ま
た

動
か
す
を
何
度
も
何
度
も
繰
り

オンラインでこどもワークショップ

こま撮りアニメ製作
SCSK USA が主催

返
し
て
コ
マ
撮
り
ア
ニ
メ
を
作

成
し
た
。
ど
の
よ
う
な
動
画
に

な
る
の
か
を
考
え
、
お
互
い
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
、
み
ん
な
で
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
写
真
は
全
部

で
25
枚
を
撮
影
し
、
30
秒
ほ
ど

の
動
画
に
仕
上
げ
た
。
発
表
会

で
は
家
に
い
る
家
族
も
参
加

し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
動
画
の
出

来
栄
え
に
参
加
者
全
員
が
驚
き

の
連
続
で
楽
し
い
2
時
間
半
と

な
っ
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
グ
ル
ー
プ

の
経
営
理
念
「
夢
あ
る
未
来

を
、
共
に
創
る
」
の
も
と
、
Ｓ

Ｃ
Ｓ
Ｋ
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た

ち
の
「
共
に
創
る
力
」
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ

グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
活
動
。

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
、
腕
は
疲
れ
た
け
れ
ど

最
終
的
に
い
い
作
品
が
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ

っ
た
。
同
社
で
は
、
こ
の
よ
う

な
こ
ど
も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
か
ら

も
開
催
し
て
い
く
予
定
だ
と
い

う
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ

Ｙ
市
長
は
４
月
29
日
、
す
べ

て
の
生
徒
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
放
課
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

拡
大
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

同
計
画
「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
に
は

３
億
３
１
０
０
万
ド
ル
を
投

じ
、
２
０
２
７
年
ま
で
に
幼
稚

園
か
ら
小
学
５
年
生
ま
で
の
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
者
枠
を
２
万

人
追
加
し
、
８
年
生
ま
で
の
利

用
者
数
18
万
４
０
０
０
人
を
目

標
と
す
る
。
ロ
ー
ア
ー
・
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
公
立
Ｐ
Ｓ
20
ア

ナ
・
シ
ル
バ
ー
校
で
会
見
を
行

っ
た
市
長
は
「
Ｎ
Ｙ
市
を
子
育

て
に
最
適
な
都
市
に
す
る
に

は
、
若
者
や
家
族
が
健
康
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
充
実
し
た
放
課

後
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
利
用
で

き
る
機
会
を
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
伝
え
た
。
投
資
額
は

過
去
最
高
の
７
億
５
５
０
０
万

ド
ル
に
な
る
。

無
料
放
課
後

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｎ
Ｙ
市
長
が
発
表

http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.kikokushijoacademy.com/
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私
が
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か

ら
二
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
の
学
校
生
活
で

一
番
驚
い
た
と
こ
ろ
は
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
で
す
。
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
で
は
い
く
つ
か
の
メ
ニ

ュ
ー
が
あ
っ
て
選
ぶ
こ
と
が

で
き
、
安
く
て
お
腹
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
私
の
学

年
の
大
半
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

で
昼
食
を
買
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
美
味
し
く
な
い
の
で

私
は
母
に
お
弁
当
を
作
っ
て

も
ら
い
、
持
っ
て
い
く
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

し
か
し
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

で
昼
食
を
買
う
人
の
中
に
は

一
口
食
べ
て
美
味
し
く
な
い
、

お
腹
が
空
い
て
い
な
い
と
言

い
な
が
ら
す
ぐ
に
捨
て
て
し

ま
う
人
も
多
く
い
ま
す
。
日

本
で
私
が
通
っ
て
い
た
学
校

に
は
給
食
が
あ
り
、
で
き
る

だ
け
捨
て
て
し
ま
う
食
材
を

減
ら
す
よ
う
余
っ
た
お
か
ず

を
分
け
合
っ
た
り
、
給
食
の

量
を
ク
ラ
ス
や
学
年
を
超
え

て
調
整
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
他
に
も
、
調
理
師
さ

ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
給

食
に
つ
い
て
の
手
紙
、
自
分

た
ち
が
食
べ
物
を
育
て
た
り
、

掘
っ
た
り
し
た
経
験
な
ど
の

食
育
を
通
し
て
、
食
に
興
味

を
持
ち
、
給
食
を
残
さ
ず
食

べ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
深

ま
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
そ

う
い
う
食
べ
物
を
無
駄
に
し

な
い
と
い
う
習
慣
が
で
き
て

い
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
来

て
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
完

食
せ
ず
に
食
べ
物
を
残
し
て

捨
て
て
し
ま
う
様
子
を
初
め

て
見
た
時
は
、
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で

こ
の
よ
う
な
様
子
を
見
て
、

「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い
て
興
味

を
持
ち
、
調
べ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
食
品
ロ
ス
と
は

食
べ
ら
れ
な
い
は
ず
の
食
品

が
捨
て
ら
れ
た
り
、
失
わ
れ
た

り
し
て
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
国
連

環
境
計
画（
U
N
E
P
）の「
食

品
廃
棄
指
標
報
告
２
０
２
４
」

に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
に

は
人
類
の
三
分
の
一
が
食
糧

不
足
に
直
面
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
中
、
人
間
が

消
費
す
る
た
め
に
生
産
さ
れ

た
食
材
の
五
分
の
一
に
相
当

す
る
、
十
億
五
千
万
ト
ン
の

食
材
が
廃
棄
さ
れ
た
と
国
連

ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
に
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を

知
っ
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

飢
餓
で
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
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食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
食
品
ロ
ス
は
身

近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る

深
刻
な
問
題
で
す
。
み
ん
な
が

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
学
び
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
少
し

ず
つ
取
り
組
め
ば
、
無
駄
に
な

っ
て
し
ま
う
食
べ
物
も
減
る
と

思
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
の
改
善

は
食
材
が
腐
敗
す
る
時
に
出
る

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
こ

と
、
食
べ
物
を
作
る
、
扱
う
工

程
で
必
要
な
水
、
土
地
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
お
金
な
ど
の
無
駄
を

無
く
す
こ
と
に
も
繋
が
り
ま

す
。

　

私
も
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
ご

飯
に
あ
り
が
た
み
を
感
じ
、
必

要
な
分
だ
け
買
う
、
で
き
る
だ

け
捨
て
て
し
ま
う
部
分
を
減
ら

す
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
頭
に

入
れ
て
お
き
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
９
か
月
）

そ
の
人
た
ち
を
救
え
る
食
材
を

私
は
毎
日
無
駄
に
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

ま
た
そ
の
記
事
に
は
、
食
品

ロ
ス
は
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
最
大
一
割
を
占
め
て
い
て
、

こ
れ
は
航
空
部
門
の
総
排
出
量

の
五
倍
近
く
に
及
ぶ
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を

読
ん
で
、
食
品
ロ
ス
は
食
べ
物

を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
こ
と
だ

け
に
限
ら
ず
、
貧
富
の
差
や
環

境
問
題
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

私
が
日
本
で
以
前
住
ん
で
い

た
家
の
近
く
に
は
「
こ
ど
も
食

堂
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ど
も

食
堂
は
地
域
住
民
や
自
治
体

の
人
達
が
子
供
だ
け
で
は
な

く
、
大
人
に
も
低
価
格
で
お
い

　

僕
に
と
っ
て
初
め
て
の
ス

ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
仲
間
と
の
絆
が
深
め
ら

れ
、
他
学
年
と
も
会
話
を
交

わ
す
こ
と
が
で
き
た
と
て
も

充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
本
番
ま
で
、
み
な

で
一
か
ら
役
割
を
分
担
し
、

協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
僕

は
本
番
直
前
の
円
陣
で
力
が

み
な
ぎ
り
、
ど
う
す
れ
ば
見

て
い
る
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
か
み
ん
な
で
意
見
を
出
し

合
っ
た
時
間
な
ど
、
色
々
と

思
い
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
劇
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
の
拍
手
を
聞

い
た
と
き
は
と
て
も
達
成
感

が
あ
り
ま
し
た
。

　

他
学
年
の
劇
も
熱
の
あ
る
、

お
も
し
ろ
い
作
品
で
し
た
。

特
に
最
後
の
9
年
生
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
で
は
、
緊
張
を
感
じ

な
い
、
凛
々
し
い
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
肯
定
派
、

否
定
派
の
ど
ち
ら
も
、
と
て

も
説
得
力
が
あ
り
、
見
て
い

て
飽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
胸

の
奥
ま
で
高
鳴
ら
せ
る
演
劇

と
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
内
容
も
と

て
も
面
白
く
、
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
時
間
の
流
れ
が
早
く

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
こ
の
学
校
の

児
童
生
徒
全
員
の
努
力
が
見

ら
れ
た
最
高
の
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
一
人
一
人
の
劇
に
対

す
る
熱
い
思
い
は
と
て
も
強

か
っ
た
で
す
。
最
初
は
「
ス

ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か

…
」
と
い
う
少
し
重
い
気
持

ち
で
し
た
が
、
実
際
に
や
る

と
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
来
年
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
学
校
の
全
員
で
力

を
合
わ
せ
、
最
高
の
舞
台
に

し
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
７
か
月
）

し
い
、
手
作
り
の
食
事
を
提

供
し
て
く
れ
る
触
れ
合
い
の

場
で
す
。
ま
た
、
私
が
ア
メ

リ
カ
の
学
校
で
入
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
ク
ラ
ブ
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
や
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン

グ
な
ど
の
祝
日
の
前
に
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
、
み

ん
な
他
の
人
達
の
役
に
立
つ

た
め
、
積
極
的
に
家
に
余
っ

て
い
る
食
べ
物
の
缶
や
乾
物
、

お
菓
子
や
調
味
料
を
寄
付
し

て
く
れ
ま
す
。
確
か
に
カ
フ

ェ
テ
リ
ア
で
の
食
べ
物
へ
の

扱
い
は
良
く
な
い
け
れ
ど
、

私
は
も
し
日
本
の
よ
う
な
食

育
指
導
を
ア
メ
リ
カ
の
学
校

に
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
も
っ
と
み
ん
な
が
食
品

ロ
ス
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
増
え
、
行
動
に
示
し
始
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
に
は
何
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
私
は

買
い
物
に
行
く
際
、
献
立
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
、
冷
凍
庫

や
冷
蔵
庫
の
中
身
を
見
て
、

同
じ
食
材
を
二
回
買
わ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
日
の
う
ち
に
使
い
切
る

食
材
な
ら
消
費
期
限
が
近
い

も
の
を
、
野
菜
や
果
物
は
形

に
と
ら
わ
れ
ず
選
ん
で
い
ま

す
。
他
に
も
調
理
す
る
時
は
、

野
菜
の
皮
や
へ
た
以
外
の
部

分
を
切
り
過
ぎ
ず
、
食
べ
ら

れ
る
分
だ
け
作
る
よ
う
に
注

意
し
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き

る
だ
け
好
き
嫌
い
を
せ
ず
に

　

去
年
読
ん
だ
本
の
中
で
、
一

番
好
き
な
本
は
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
で
す
。
登
場
人
物
の
気

持
ち
に
な
り
、
泣
い
た
の
は

初
め
て
の
本
で
し
た
。
こ
の

本
は
作
者
S
・
E
・
ヒ
ン
ト

ン
さ
ん
が
10
代
の
時
に
、
10

代
の
自
分
た
ち
に
起
き
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い

る
本
が
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
書
き
始
め
た
本
で
す
。

　

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
は
二

つ
の
グ
リ
ー
サ
ー
と
ソ
シ
ュ

の
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。
グ

リ
ー
サ
ー
は
生
活
が
厳
し
く
、

親
か
ら
の
関
心
も
な
く
、
勉

強
を
す
る
意
味
が
な
い
と
、

学
校
に
行
か
な
い
不
良
グ
ル

ー
プ
。
ソ
シ
ュ
は
裕
福
な
家

庭
の
グ
ル
ー
プ
。
高
級
車
を

持
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん

だ
り
、
学
校
行
事
を
盛
り
上

げ
る
グ
ル
ー
プ
。
こ
の
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
対
立
し
合
っ

て
い
る
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
小

さ
な
街
の
話
で
す
。

　

主
な
登
場
人
物
は
、
グ
リ
ー

サ
ー
の
ポ
ニ
ー
、
ジ
ョ
ニ
ー
、

ダ
リ
ー
、
ソ
ー
ダ
ー
、
デ
リ
ー
、

ツ
ー
ビ
ッ
ト
、
ス
テ
ィ
ー
ブ

で
す
。
そ
の
中
で
特
に
メ
イ

ン
と
な
る
3
人
の
性
格
分
析

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
本
は
ポ
ニ
ー
の
視
点

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
ー
」
日
本
語
で
言

う
と
部
外
者
と
い
う
意
味
で
、

ポ
ニ
ー
は
兄
と
一
緒
に
不
良

グ
ル
ー
プ
の
グ
リ
ー
サ
ー
の

仲
間
で
す
が
、
頭
が
良
く
、

文
学
が
好
き
で
、
ソ
シ
ュ
の

世
界
も
理
解
出
来
る
の
で
、

い
つ
も
自
分
は
部
外
者
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、

ポ
ニ
ー
は
周
り
の
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
人
で
、
ソ
シ
ュ
に

「S.E.Hinton の『アウト
　サイダー』の性格分析」
　　　　プリンストン日本語学校中２
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　ミラー　芹奈

「
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
道
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
木
田
　
翼

　

ぼ
く
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
う
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
S
P

シ
ェ
フ
で
す
。
こ
れ
は
、
朝

昼
夜
ご
は
ん
を
人
の
か
わ
り

に
作
っ
て
く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト

で
す
。「
お
な
か
が
す
い
た
な

〜
。」
と
言
う
と
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
作
動
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
作
っ
て
ほ

し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
え
ら
ん
で
、

「
S
P
シ
ェ
フ
○
○
を
作
っ

て
。」
と
言
う
と
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
料
理
を
し
て
く
れ
ま
す
。

料
理
が
出
来
あ
が
る
と
、

「
料
理
が
出
来
ま
し
た
。」
と

ロ
ボ
ッ
ト
が
言
い
、
注
文
し

た
人
の
と
こ
ろ
へ
料
理
を
さ

し
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

食
べ
終
わ
っ
た
ら
、「
ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
。」
を
合
図

に
今
ど
は
お
皿
を
か
た
ず
け

に
来
て
く
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
皿
あ
ら
い
も
し
て
く
れ

ま
す
。

　
　

こ
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ

っ
た
ら
、
み
ん
な
が
楽
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  　
（
滞
米
６
か
月
）

「SPシェフ」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小２

　　　　　　　　　　　　髙野　けんせい

も
共
感
し
理
解
で
き
る
唯
一

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
主
人

公
と
し
て
最
適
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ジ
ョ
ニ
ー
は
本
の
中
で
最

も
重
要
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。
彼
は
怖
が
り
で
内
気
な

少
年
か
ら
、
一
晩
に
し
て
生

と
死
の
価
値
を
理
解
す
る
よ

り
勇
敢
な
人
物
へ
と
大
き
く

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
ジ
ョ

ニ
ー
は
グ
ル
ー
プ
内
で
は
み

ん
な
の
弟
的
な
存
在
で
あ
り

な
が
ら
ま
と
め
役
で
し
た
。

私
は
こ
の
本
で
一
番
優
し
い

人
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ダ
リ
ー
は
、
誰
も
愛
す
る

必
要
は
な
い
と
、
自
分
の
こ

と
し
か
考
え
て
い
な
い
人
物

で
し
た
。
で
も
、
守
り
た
い

と
思
う
人
を
見
つ
け
て
、
そ

の
人
を
安
心
さ
せ
る
た
め
な

ら
何
で
も
し
ま
し
た
。
私
は

ダ
リ
ー
は
、
最
も
大
き
く
成

長
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
と

思
い
ま
す
。

　

も
し
S
・
E
・
ヒ
ン
ト
ン

さ
ん
に
会
え
る
な
ら
、
こ
の

本
の
登
場
人
物
た
ち
は
判
断

を
間
違
え
な
が
ら
も
、
正
し

さ
を
求
め
る
姿
が
、
ど
れ
だ

け
10
代
の
私
に
衝
撃
を
与
え

た
か
を
伝
え
た
い
で
す
。
ど

う
ぞ
み
な
さ
ん
も
読
ん
で
み

て
下
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
14
年
）

「スクールフェスティバルを
　　　　　　　振り返って」
　　　　ニューヨーク日本人学校中１
　　　　　　　　　　　　 　　　新海　航太郎

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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空
間
の
美
を
活
か
す
近
代
住
宅
　

日
本
庭
園
の
空
間
の
美
と
は
、「
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い

も
の
の
バ
ラ
ン
ス
、
自
然
と
人
工
の
融
合
、
静
け
さ
と
動
き

の
共
存
」
だ
と
言
わ
れ
る
。
住
ま
い
に
も
そ
の
空
間
の
美
が

生
か
さ
れ
た
の
か
、
室
内
の
壁
が
取
り
払
わ
れ
た
。

　

２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
・
キ
ッ

チ
ン
は
流
行
っ
て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
以
降
は
、
特
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
集
い
や
す
い
空
間
、
仕
切
り
の
な
い
キ
ッ
チ
ン

と
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
キ
ッ
チ
ン
か
ら
家
族
を
見
渡
せ
る
リ
ビ
ン

グ
な
ど
が
流
行
っ
て
い
る
。
料
理
を
す
る
人
が
キ
ッ
チ
ン
に

隔
離
さ
れ
ず
に
、
リ
ビ
ン
グ
で
く
つ
ろ
ぐ
家
族
や
ダ
イ
ニ
ン

グ
で
宿
題
を
す
る
子
供
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や

す
い
空
間
。
家
を
選
ぶ

人
は
、
今
、
人
が
集
ま

り
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
を

重
視
し
て
い
る
。

　

空
間
は
、
空
間
だ
け

で
は
良
さ
が
成
り
た
た

な
く
、
そ
こ
に
共
存
す

る
も
の
、
人
間
が
い

て
、
初
め
て
生
か
さ
れ

る
。「
気
」
が
フ
ロ
ー

す
る
空
間
の
あ
る
住
ま

い
は
、
人
を
居
心
地
よ

く
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。

　

写
真
は
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
の
空
間
重
視
の
賃
貸
物
件
。
広
い
リ
ビ
ン
グ
は
、
大

き
め
の
Ｌ
字
型
の
ソ
フ
ァ
ー
を
入
れ
る
と
お
客
様
用
と
い
う

飾
り
で
な
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
集
う
実
用
的
に
使
用
で
き

る
。
広
い
土
地
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
野
菜
は
、
空
間
を
察
知

し
て
大
き
く
な
る
と
い
う
。
広
い
空
間
で
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
心
を
育
て
る
の
も
い
い
の
で
は
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
０
１
・
７
７
９
・
４
５
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ルMFurusho@

christiesrealestategroup.com

　

古
姓
さ
ん

（
写
真
提
供
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
国
際
不
動
産
グ
ル
ー
プ
）

　

武
島
ア
イ
カ
と
サ
ラ
・
ピ
ッ

チ
が
率
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

拠
点
と
す
る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
、「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
」

が
６
月
29
日
（
日
）
正
午
か
ら

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
る

プ
ラ
イ
ド
マ
ー
チ
に
参
加
す

る
。

　

約
70
人
の
多
国
籍
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
共
に
「
違
い
が
創
る
明

る
い
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
と
多
様
性
の
可
視
化

を
目
指
す
マ
ー
チ
ン
グ
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
施
す
る
。

　

音
楽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｉ 

、
ゲ
ス
ト
ダ

ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
に
は
小
野
由

里
恵
ら
の
率
い
る
ウ
マ
ミ
プ
レ

イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
な
ど
、
そ
の
ほ
か
数
多

く
の
日
系
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
や
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
も
出
演
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、 「
違
い

が
明
る
い
未
来
を
創
造
す
る
鍵

に
な
る
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

性
別
、
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、

障
が
い
、
性
的
指
向
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
移

民
背
景
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が

集
結
し
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
共

に
声
を
上
げ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。

　

こ
の
活
動
の
原
点
に
は
、
主

催
者
で
あ
る
武
島
ア
イ
カ
自
身

の
原
体
験
が
あ
る
と
い
う
。

「
11
年
前
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

初
め
て
プ
ラ
イ
ド
・
マ
ー
チ
を

見
た
時
、
人
と
違
う
こ
と
を
否

定
的
に
捉
え
る
必
要
は
な
い
と

感
じ
、
自
分
の
個
性
に
初
め
て

自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
だ
か
ら
今
は
、
自
分
が
誰

か
の“

き
っ
か
け”

に
な
り
た

い 

」
の
だ
と
。

　

そ
う
し
た
思
い
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
活
動
は
、
単
な
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
と
ど
ま
ら

ず
、
他
者
の
尊
厳
を
讃
え
る
社

会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
展
開

さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

２
０
２
１
年
か
ら
毎
年
続
け
ら

れ
日
米
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
に
て

報
道
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
で

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
今
年

は
さ
ら
に
演
出
を
進
化
さ
せ
、

ダ
ン
サ
ー
以
外
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
も
招
致
予
定
と
い
う
。
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
ら
の
生
演
奏
に
よ

る
70
〜
80
年
代
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ

に
あ
わ
せ
た
身
体
表
現
と
音
楽

演
奏
を
組
み
合
わ
せ
、
歩
道
全

体
を
包
み
込
む
よ
う
な
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
空
間
を
創
出
す
る

予
定
だ
。

プ
ラ
イ
ド
・
マ
ー
チ
参
加

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

日
系
含
む
70
人
の
多
国
籍
チ
ー
ム

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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野
口
英
世
の
墓
参
会

21
日
に
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
で

　

日
本
が
生
ん
だ
世
界
的
細
菌

学
者
、
野
口
英
世
博
士
の
偉
業

を
讃
え
、遺
徳
を
後
世
に
伝
え
、

米
国
で
医
学
の
道
を
志
す
若
き

日
本
人
研
究
者
を
応
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
墓
守
り
の
活
動

を
続
け
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野

口
英
世
記
念
会
」（
Ｈ
Ｎ
Ｍ
Ｓ
）

（
代
表
：
本
間
俊
一
）
は
21
日

（
水
）
午
後
４
時
か
ら
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ウ

ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
で
「
98
回
忌

野
口
英
世
墓
参
会
」
及
び
「
第

８
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口
英
世

記
念
奨
学
金
授
与
式
」
を
開
催

す
る
。

　

当
日
は
、
式
典
の
中
で
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
森
美
樹
夫

大
使
及
び
野
口
博
士
が
在
籍
し

た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
テ
ィ

モ
シ
ー
・
オ
コ
ー
ナ
ー
副
学
長

の
ほ
か
、
博
士
が
生
前
、
黄
熱

病
感
染
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
開
発

研
究
に
命
を
賭
し
て
多
く
の
人

命
を
救
っ
た
深
い
所
縁
を
も
つ

ガ
ー
ナ
、
メ
キ
シ
コ
、
エ
ク
ア

ド
ル
の
各
国
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

Ｎ
Ｙ
総
領
事
な
ど
が
出
席
し
て

挨
拶
す
る
ほ
か
、
野
口
博
士
生

誕
の
地
で
あ
る
福
島
県
猪
苗
代

の
「
野
口
英
世
記
念
会
」
本
部

の
倉
根
一
郎
理
事
長
か
ら
も
温

か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ

る
。

　

ま
た
２
０
１
８
年
に
創
設

さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野

口
英
世
記
念
奨
学
金
」
の
第

8
回
授
賞
者
の
名
前
が
当
日

式
典
の
中
で
発
表
さ
れ
、
そ

の
場
で
奨
学
金
が
授
賞
さ
れ

る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
４
３
３
・
３
２
１
０
、

Ｅ

メ

ー

ルyoshikano@
verizon.net　

　

加
納
さ
ん
。

第
８
回
野
口
記
念
奨
学
金
授
与
式
も

　ウッドローン墓地は、
ニューヨーク市ブロンク
スにあり、グランドセン
トラル駅から地下鉄４番
線の終点「ウッドローン
駅」の目の前に墓地入り
口がある。野口の死後、
遺体は、ロックフェラー
研究所が当時 38回も米
国政府に嘆願してガーナ
から米国に戻すことが許
可され、棺は石で覆わ
れ一度も開けられること
なくこのウッドローン墓
地に運ばれ墓碑直下１・
８メートルの地中に埋葬
され、今も眠る。

今なお地中に
眠る野口英世

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る

ス
ト
ー
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
大
学
・

日
本
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第

20
回
エ
ッ
セ
イ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
（
キ
ヤ
ノ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
後

援
）
の
表
彰
式
が
４
日
、
同
大

学
内
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ワ
ン
・
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
20
周
年

を
迎
え
て
尾
島
巌
ス
ト
ー
ニ

ー
・
ブ
ル
ッ
ク
日
本
セ
ン
タ
ー

理
事
長
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
の
今

ま
で
の
歩
み
と
活
動
紹
介
に
引

き
続
き
、
岡
潔
キ
ヤ
ノ
ン
Ｕ
Ｓ

Ａ
副
社
長
、
相
真
紀
子
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
ジ
ャ
パ

ン
・
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
受
賞
者
へ

祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
賞
状
、
賞
金
、
副
賞

の
キ
ヤ
ノ
ン
の
カ
メ
ラ
な
ど
が

各
受
賞
者
に
授
与
さ
れ
、
入
賞

者
は
各
自
の
作
品
を
朗
読
し
、

家
族
、
友
人
知
人
、
関
係
者
か

ら
盛
大
な
祝
福
を
受
け
た
。
式

の
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
入

賞
者
を
囲
ん
で
参
加
者
は
軽
食

を
取
り
な
が
ら
歓
談
し
、
ラ
ッ

フ
ル
を
楽
し
ん
だ
。

　

高
校
の
部
第
１
位
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
高
坂
雄
志
君
の
父
親

が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
息
子
の

祝
福
に
駆
け
つ
け
た
り
、
姉
が

以
前
受
賞
し
て
い
て
、
そ
の
当

時
小
学
生
だ
っ
た
弟
が
今
回
受

賞
し
た
の
で
姉
弟
揃
っ
て
家
族

で
授
賞
式
に
参
加
す
る
な
ど
20

年
間
の
歩
み
を
感
じ
さ
せ
る
表

彰
式
と
な
っ
た
。

　

賞
金
は
今
回
か
ら
一
部
引
き

上
げ
ら
れ
、
高
校
の
部
第
１
位

最
優
秀
賞
賞
金
３
０
０
０
ド
ル

並
び
に
日
本
国
総
領
事
特
別

賞
、
第
２
位
賞
金
２
０
０
０
ド

ル
、
第
３
位
賞
金
１
０
０
０
ド

ル
、
内
田
メ
モ
リ
ア
ル
賞
賞
金

１
０
０
０
ド
ル
、
特
別
賞
３
名

に
は
各
賞
金
５
０
０
ド
ル
と
そ

れ
ぞ
れ
に
副
賞
の
キ
ヤ
ノ
ン
製

品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

【
高
校
の
部
】

▽
第
１
位
＝
日
本
総
領
事
賞

（
賞
金
３
０
０
０
ド
ル
と
キ

ヤ
ノ
ン
・
カ
メ
ラ
）
高
坂
雄

志
（
チ
ョ
ー
ト
・
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
・
ホ
ー
ル
高
校
） 「Daijoubu; 

Powerful Call for Unity

」

▽
第
２
位
（
賞
金
２
０
０
０
ド

ル
と
キ
ヤ
ノ
ン
・
カ
メ
ラ
及

び
多
機
能
フ
ォ
ト
プ
リ
ン
タ

ー
）
ア
ミ
ン
・
ナ
サ
リ
（
ヒ
ッ

ク
ス
ビ
ル
高
校
） 「Between 

W
ater and Stone: A Jouney 
of Ritual and Refl ection

」

▽
第
３
位
（
賞
金
１
０
０
０

ド
ル
と
キ
ヤ
ノ
ン
・
カ
メ
ラ
）

エ
リ
カ
・
愛
・
川
上
（
ジ
ェ

リ
コ
高
校
） 「Echoes from 

Hibakusha

」

【
大
学
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
（
賞
金
３
０
０
０

ド
ル
と
キ
ヤ
ノ
ン
・
カ
メ
ラ
）

ナ
オ
ミ
・
カ
ー
カ
ッ
プ
（
ス
ト

ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
大
学
）

 

「Amaterasu”s M
irror of 

Ecstasy

」

▽
内
田
賞
（
賞
金
１
０
０
０
ド

ル
と
キ
ヤ
ノ
ン
・
カ
メ
ラ
）
ス

カ
イ
ラ
ー
・
オ
ゴ
ノ
フ
ス
キ
ー

（
ロ
ッ
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
高
校
）

「Em
bracing Half-M

oon 
Cookies

」

▽
特
別
賞
（
賞
金
５
０
０
ド
ル

と
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
リ
ン
タ
ー
）

Ａ
＝
ア
フ
ナ
ン　

ジ
ョ
ー
ダ

ー
（
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
サ
イ
エ
ン

ス
高
校
）「The Show That 

Turned M
y Dreams into 

Reality

」

Ｂ
＝
ウ
ィ
ン
・
ン
グ
（
ス
ト

ー
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
大
学
） 

「Between the Folds

」

Ｃ
＝
シ
エ
ナ
・
ラ
ス
キ
（
ブ

ロ
ン
ク
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
高

校

） 「Shinobu: A Story of 
Perseverance

」

入

賞

作

品

はhttps://
www.stonybrook.edu/
com

m
cm
s/japan/

programs/essay-comp.php

に
掲
載
。

　写真は上段左から佐藤恵
里子実行委員長、尾島巌ス
トニーブルック日本センタ
ー理事長、岡潔キヤノン
U.S.A.副社長、相真紀子ニ
ューヨーク日本総領事館ジ
ャパン・インフォーメンシ
ョン・センター長、下段左
から高校の部特別賞のアフ
ナン・ジョーダーさん、大
学の部特別賞のウィン・ン
グさん、高校の部特別賞の
シエナ・ラスキさん、高校
の部最優秀賞第一位、日本
国総領事特別賞の高坂雄志
さん、高校の部第二位のア
ミン・ナサリさん、大学の
部最優秀賞のナオミ・カー
カップさん、内田賞のスカ
イラー・オゴノフスキーさ
ん、高校の部第三位のエリ
カ・愛・川上さん

ス
ト
ー
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
大
学
日
本
セ
ン
タ
ー
主
催

第
20
回
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
入
賞
者

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
https://www.stonybrook.edu/commcms/japan/programs/essay-comp.php
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１
９
７
５
年
４
月
30
日
、
サ

イ
ゴ
ン
陥
落
で
、
１
９
６
５
年

に
ド
ミ
ノ
理
論
（
あ
る
国
が
共

産
主
義
に
陥
る
と
、
隣
接
す
る

国
々
も
次
々
と
共
産
主
義
化
し

て
い
く
と
い
う
、
冷
戦
時
代
の

ア
メ
リ
カ
の
理
論
）
な
ど
を
理

由
に
ハ
ノ
イ
空
爆
で
始
ま
っ
た

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
わ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
半
世
紀
経
っ
た
今
日

の
ベ
ト
ナ
ム
に
は
人
々
の
明
る

い
笑
顔
が
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ

た
街
に
あ
ふ
れ
る
。
旅
行
中
、

何
処
へ
行
っ
て
も
道
路
や
ト

イ
レ
は
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
、

人
々
は
声
を
荒
立
て
る
こ
と
な

く
笑
顔
で
静
か
に
話
し
て
い
る

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
旅
は
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
（
旧
サ
イ
ゴ
ン
）

に
始
ま
り
、
中
部
の
ダ
ナ
ン
、

古
都
ホ
イ
ア
ン
と
フ
エ
を
見
て

か
ら
首
都
の
ハ
ノ
イ
に
５
泊
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
国
土
は
南
北
に

細
長
く
、
日
本
の
九
州
を
除
い

た
ほ
ど
の
面
積
で
、早
春
３
月
、

南
部
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
真

夏
で
も
北
部
の
ハ
ノ
イ
で
は
コ

ー
ト
か
セ
ー
タ
ー
が
必
要
。
同

国
民
は
86
％
が
キ
ン
族
、
宗
教

は
約
80
％
が
中
国
を
経
由
し
た

日
本
と
同
じ
大
乗
仏
教
徒
だ
。

 

ハ
ノ
イ

　

首
都
ハ
ノ
イ
は
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
に
次
ぐ
ベ
ト
ナ
ム
第
二
の
都

市
で
、
南
北
統
一
後
も
ベ
ト
ナ

ム
社
会
主
義
共
和
国
の
首
都
で

あ
る
北
部
の
紅
河
流
域
に
あ
る

人
口
７
４
２
万
人
を
超
え
る
都

市
。
旧
市
街
の
3
つ
星
ホ
テ
ル

か
ら
市
内
は
安
い
タ
ク
シ
ー
や

東
南
ア
ジ
ア
の
配
車
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
「
グ
ラ
ブ
（Grab

）」

で
名
所
を
回
っ
た
。
路
上
の
車

は
都
会
で
は
ま
だ
半
分
以
下

で
、
道
路
の
王
者
は
オ
ー
ト
バ

イ
と
ス
ク
ー
タ
ー
。
街
は
ア
メ

リ
カ
人
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

旅
行
者
で
あ
ふ
れ
、
道
端
の
土

産
物
店
よ
り
も
ホ
テ
ル
で
紹
介

さ
れ
た
店
の
方
が
厚
手
で
染
の

し
っ
か
り
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ス

カ
ー
フ
が
揃
っ
て
い
る
。
レ
ス

ト
ラ
ン
も
元
フ
ラ

ン
ス
植
民
地
を
反

映
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
料
理
は
何
処
で

も
美
味
し
い
。

ハ
ノ
イ
の
観
光
は

ベ
ト
ナ
ム
女
性
博

物
館
か
ら
始
め

た
。
ロ
ビ
ー
階
の

上
は
３
階
に
わ
た

る
展
示
場
と
な

っ
て
い
て
「
家

庭
内
で
の
女
性
」

「
歴
史
の
中
の
女

性
」「
女
性
の
衣

服
・
装
飾
品
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、

１
０
０
０
点
以
上

の
展
示
物
や
写
真

が
掲
げ
ら
れ
、
フ

ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ

カ
と
の
戦
い
を
い

か
に
女
性
が
支
え

た
か
が
読
み
取
れ

る
。
博
物
館
前
に

は
断
固
と
し
て
夫

や
愛
人
と
国
を
守

る
と
い
う
意
気
込

み
や
手
紙
な
ど
が

展
示
さ
れ
た
。
日

本
人
女
性
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
し

と
や
か
な
ベ
ト
ナ

ム
女
性
だ
が
、
こ

こ
で
は
彼
女
た
ち

の
愛
国
心
と
芯
の

強
さ
を
感
じ
さ

せ
、
一
国
の
独
立

と
平
和
の
重
み
を

考
え
さ
せ
る
。

 　
翌
朝
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
廟
に
行
っ

て
門
外
ま
で
続
く
長
い
行
列
に

つ
い
た
。
前
も
っ
て
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
読
ん
で
お
か
な
か
っ
た

の
で
、
こ
の
長
い
行
列
と
待
ち

時
間
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
安
置

さ
れ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
主
席
の
遺

体
を
拝
む
も
の
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。

　

こ
こ
は
１
９
４
５
年
に
同
氏

が
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
の
独
立
宣

言
を
読
み
上
げ
た
場
所
で
あ

り
、
霊
廟
の
左
右
に
は
「
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
国
万
歳
」
と

「
偉
大
な
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
主
席

は
、
永
遠
に
我
々
の
中
で
生
き

て
い
る
」と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

敷
地
内
に
は
子
供
た
ち
か
ら
も

「
ホ
ー
お
じ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ

て
親
し
ま
れ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
の

家
が
あ
り
、
小
学
生
の
団
体
ツ

ア
ー
も
見
ら
れ
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
か
ら
歩
い
て

行
け
る
距
離
に
11
〜
12
世
紀
に

栄
え
た
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
、
タ
ン

ロ
ン
遺
跡
が
あ
り
、
こ
こ
は
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
さ
れ
て

い
る
。
ド
ア
ン
門
を
く
ぐ
り
、

皇
帝
の
宮
殿
だ
っ
た
キ
ン
テ
ィ

エ
ン
殿
の
跡
の
近
年
建
て
ら
れ

た
会
堂
に
入
る
と
、
発
掘
さ
れ

た
土
器
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
あ

る
。

　

翌
日
ハ
ノ
イ
の
中
心
部
か
ら

グ
ラ
ブ
で
約
20
分
ほ
ど
の
ベ
ト

ナ
ム
軍
事
歴
史
博
物
館
に
行
く

と
、
観
光
バ
ス
並
み
の
大
型
バ

ス
が
何
台
も
乗
り
付
け
ら
れ
、

大
勢
の
小
、
中
、
高
等
学
校
の

生
徒
た
ち
が
、
近
年
使
わ
れ
た

武
器
、
爆
弾
、
戦
闘
機
な
ど
の

展
示
を
見
学
し
て
い
た
。

　

そ
の
日
の
晩
、
水
面
を
舞
台

と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
水
上
人
形
劇
を
見
に
行

っ
た
。
５
分
程
度
の
短
編
ス
ト

ー
リ
ー
が
９
話
ほ
ど
あ
り
、
ベ

ト
ナ
ム
語
で
行
わ
れ
る
が
英
語

の
モ
ニ
タ
ー
を
借
り
て
ス
ト

リ
ー
を
理
解
で
き
る
。
こ
こ
、

タ
ン
ロ
ン
水
上
人
形
劇
場
は

１
９
５
６
年
に
ホ
ー
ー
チ
ミ
ン

が
子
供
た
ち
の
た
め
に
建
て
た

と
言
わ
れ
る
。

 

ハ
ロ
ン
湾
で
１
泊
２
日
の
ク

ル
ー
ズ　

　

ハ
ノ
イ
に
滞
在
中
、
日
帰
り

で
行
け
る
名
所
は
い
く
つ
か
あ

る
が
、
ハ
ロ
ン
湾
ク
ル
ー
ズ
も

そ
の
一
つ
。

　

ハ
ノ
イ
市
内
の
ホ
テ
ル
か
ら

午
前
８
時
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
、

船
乗
り
場
ま
で
た
っ
ぷ
り
３
時

間
か
か
る
。
さ
ら
に
波
止
場
か

ら
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
で
約
30

分
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ク
ル
ー
ズ

船
に
乗
り
込
む
。
バ
イ
キ
ン
グ

の
ラ
ン
チ
の
後
、
島
で
降
り
て

約
１
キ
ロ
の
道
を
自
転
車
で
行

く
グ
ル
ー
プ
と
電
気
自
動
車
に

乗
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
島

の
農
村
を
見
学
。
大
蛇
漬
け
の

酒
や
珍
し
い
漬
物
な
ど
を
味
わ

っ
た
。
ク
ル
ー
ズ
船
に
戻
り
、

ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
教
室
に
参
加

し
た
後
カ
ク
テ
ル
を
片
手
に
暮

れ
ゆ
く
ハ
ロ
ン
湾
を
暗
く
な
る

ま
で
存
分
に
味
わ
っ
た
。
翌
朝

７
時
前
に
コ
ー
ヒ
ー
と
デ
ニ
ッ

シ
ュ
を
ほ
お
ば
り
、
船
頭
さ
ん

が
手
で
こ
ぐ
船
に
乗
り
換
え
て

鍾
乳
洞
を
見
に
行
っ
た
。
朝
食

後
ク
ル
ー
ズ
船
は
ゆ
っ
く
り
と

元
来
た
海
路
を
も
ど
り
、
10
時

過
ぎ
に
下
船
し
た
。
途
中
、
に

ぎ
や
か
に
飾
ら
れ
た
共
同
墓
地

が
道
路
沿
い
に
見
え
た
。

　

ハ
ノ
イ
を
中
心
と
す
る
ベ
ト

ナ
ム
北
部
に
は
、
他
に
も
10
〜

11
世
紀
に
栄
え
た
ニ
ン
ビ
ン
省

や
少
数
民
族
を
訪
ね
る
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
も
あ

る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
は
長
い

外
国
支
配
と
侵
略
、
そ
れ
に
対

す
る
抵
抗
と
独
立
の
闘
争
の
繰

り
返
し
と
言
わ
れ
る
。
近
年

１
９
５
４
年
の
デ
ィ
エ
ン
ビ

エ
ン
フ
ー
の
戦
い
で
敗
北
し

た
フ
ラ
ン
ス
が
撤
退
し
て
独

立
戦
争
は
終
結
し
た
も
の
の
、

国
土
は
南
北
に
分
断
さ
れ
た
。

１
９
７
５
年
の
サ
イ
ゴ
ン
陥
落

後
１
９
９
５
年
に
ビ
ル
・
ク
リ

ン
ト
ン
米
大
統
領
が
通
商
禁
止

を
解
除
、
米
国
と
ベ
ト
ナ
ム
両

国
の
国
交
を
樹
立
さ
せ
た
。
ベ

ト
ナ
ム
の
赤
地
に
黄
色
い
五
条

の
星
の
国
旗
は
赤
色
は
独
立
革

命
で
流
さ
れ
た
血
、
黄
色
は
革

命
、
五
条
の
光
が
、
労
働
者
、

農
民
、
兵
士
、
知
識
人
、
青
年

を
表
す
と
さ
れ
て
い
る
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、

写
真
も
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
50
年

庶
民
の
平
穏
な
日
々

1

　

韓
流
ブ
ー
ム
の
聖
地
と
し

て
知
ら
れ
る
大
阪
市
生
野
区

の
「
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
に

２
０
２
３
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
歴

史
資
料
館
」
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。

　
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
歴
史

は
古
く
、か
つ
て
「
猪
飼
野
（
い

か
い
の
）」
と
呼
ば
れ
た
地
域

に
あ
り
ま
す
。
猪
飼
野
と
い
う

地
名
は
古
来
、港
で
あ
っ
た「
猪

甘
津
（
い
か
い
つ
）」
に
由
来

し
、「
猪
甘
津
の
橋
」
は
日
本

書
記
に
記
さ
れ
た
日
本
最
古
の

橋
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
朝
鮮

半
島
の
百
済
な
ど
か
ら
人
び
と

が
渡
来
し
、
居
を
構
え
た
と
伝

わ
り
ま
す
。
１
９
１
０
年
の
韓

国
併
合
の
後
、「
東
洋
の
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
」
や
大
大
阪
（
だ

い
お
お
さ
か
）
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
に
栄
え
て
い
た
大
工
業
都
市

を
目
指
し
て
、
大
勢
の
人
た
ち

が
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
、
在

日
コ
リ
ア
ン
の
歴
史
は
１
１
０

年
を
超
え
ま
す
。
大
阪
の
在
日

コ
リ
ア
ン
は
、
戦
前
、
戦
後
と

厳
し
い
差
別
や
偏
見
に
苦
し
み

な
が
ら
も
独
自
の
文
化
を
守
り

続
け
て
、
歴
史
を
重
ね
て
き
た

の
で
す
。
現
在
、
大
阪
市
生
野

区
の
人
口
は
約
12
万
７
０
０
０

人
で
、
そ
の
内
の
2
万
人
が
韓

国
・
朝
鮮
籍
の
方
々
で
す
。
生

野
区
の
外
国
籍
住
民
は
、
中
国

や
ベ
ト
ナ
ム
等
の
出
身
者
を
含

め
る
と
、
60
か
国
・
地
域
に
な

り
、
住
民
の
5
人
に
一
人
が
外

国
籍
と
い
う
多
様
性
あ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン

歴
史
資
料
館
は
、
今
や
年
間

２
０
０
万
人
も
の
観
光
客
が
訪

れ
る
、か
つ
て
は
「
朝
鮮
市
場
」

と
言
わ
れ
た
商
店
街
の
喧
騒
を

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
ア
ト
リ
エ
を
改
装
し
て
作

ら
れ
た
白
い
壁
と
緑
の
木
々
に

囲
ま
れ
た
お
洒
落
な
外
観
で
、

高
い
天
井
の
展
示
室
に
な
っ
て

い
ま
す
。
入
口
に
は
、
在
日
コ

リ
ア
ン
の
詩
人
で
あ
る
金
時
鐘

（
キ
ム
・
シ
ジ
ョ
ン
）
氏
の
詩

が
刻
ま
れ
た
「
共
生
の
碑
」
が

あ
り
ま
す
。
館
内
は
決
し
て
広

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
る
い

雰
囲
気
の
中
、
地
域
の
住
民
ら

が
保
管
し
て
い
た
写
真
や
資
料

が
多
数
展
示
さ
れ
、
書
籍
コ
ー

ナ
ー
か
ら
関
連
の
書
籍
な
ど
も

手
に
取
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
奥
に
は
韓
国
の
ス
イ
ー

ツ
を
取
り
寄
せ
た
カ
フ
ェ
や
小

さ
な
庭
も
あ
り
、
気
軽
に
地
域

の
歴
史
を
学
べ
る
よ
う
な
工
夫

と
心
配
り
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
館
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
社

会
や
済
州
島
な
ど
か
ら
の
募
金

を
設
立
資
金
と
し
、
１
９
０
３

年
に
済
州
か
ら
日
本
に
渡
っ
た

海
女
を
は
じ
め
、
１
９
２
０
年

代
の
済
州
・
大
阪
間
の
直
航
路

（
君
が
代
丸
）
の
開
設
、
終
戦

後
の
生
野
区
の
様
子
な
ど
、
済

州
人
の
移
住
の
歴
史
が
数
多
く

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
館
は
、
3
つ
の
商
店
街
組

織
が
統
合
し
て
設
立
さ
れ
た
一

般
社
団
法
人
「
大
阪
コ
リ
ア
タ

ウ
ン
」
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

お
り
、
同
館
の
設
立
趣
意
書

に
は
、「
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン

歴
史
資
料
館
に
立
ち
寄
り
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
で
、
地
域

に
刻
ま
れ
た
歴
史
に
想
い
を
馳

せ
、
共
に
生
き
て
き
た
人
び
と

の
姿
に
出
会
い
、
誰
も
が
未
来

を
創
り
出
す
可
能
性
を
手
に
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
、
開
か

れ
た
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
博
物
館

の
多
様
性
、
包
摂
性
を
考
え
る

上
で
も
、
ぜ
ひ
見
学
し
て
ほ
し

い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

 第 517 回

大阪コリアタウン
歴史資料館

写真は、上段左から時計回りで、
路上の王者はオートバイとスクー
ター、ハロン湾クルーズ、ホーチ
ミン主席の家、ホーチミン主席の
家、ベトナム中部のダナン近くの
「ゴールデンブリッジ」、ベトナム
軍事歴史歴史博物館には大勢の生
徒たちが大型バスで見学に来る

https://hinomaru-limo.com/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeIEefrvA2MHMuzaRG2neH1v-Dm7ztN1Ty0w-Dy8FTAX4LiIA/viewform
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今
回
で
一
旦
最
後
と
な
る
ミ

ュ
ー
ズ
コ
ー
ラ
ス
の
コ
ン
サ

ー
ト
が
21
日
（
水
）
午
後
７

時
か
ら
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
のGood Shepherd-Faith 

Presbyterian Church

（

西

66
丁
目
１
５
２
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。
コ
ー
ラ
ス
と
室
内
楽

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
す
る
フ

ォ
ー
レ
作
曲
の
「
レ
ク
イ
エ

ム
」
で
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
池
田
鈴

奈
＝
写
真
＝
が
ソ
ロ
を
歌
う
。

西
洋
音
楽
の
歴
史
に
は
欠
か
せ

な
い
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
パ
レ

ス
ト
リ
ー
ナ
の
生
誕
５
０
０
年

を
祝
し
て
「Sicut Cervus

」、

２
０
２
３
年
に
奄
美
の
言
葉
で

書
か
れ
た
北
村
ゆ
い
作
詞
作

曲
、
鈴
木
る
り
子
奄
美
言
葉
訳

の
「
シ
ヤ
カ
ナ
ロ
ー
ぬ
花
ぬ
咲

く
ば
」
の
女
性
合
唱
版
の
初
演

も
あ
り
、
合
唱
曲
以
外
に
も
ソ

プ
ラ
ノ
の
服
部
愛
生
や
メ
ゾ
ソ

プ
ラ
ノ
の
佐
藤
早
穂
子
な
ど
の

豪
華
ソ
リ
ス
ト
が
、
北
村
ゆ
い

が
現
在
進
行
形
で
仕
上
げ
て
い

る
オ
ペ
ラ
「A Daughter of 

the Samurai

」（
元
は
今
か
ら

約
１
０
０
年
前
に
そ
の
タ
イ
ト

ル
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

で
英
語
で
連
載
さ
れ
出
版
さ
れ

た
杉
本
鉞
子
の
自
伝
）
か
ら
数

曲
を
披
露
す
る
。

　

入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、
シ

ニ
ア
は
12
ド
ル
。
当
日
券
は
同

20
ド
ル
、15
ド
ル
（
現
金
の
み
）

２
日
前
ま
で
に
メ
ー
ル
で
氏

名
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）
を
事
前

登
録
す
る
と
当
日
受
付
で

10
ド
ル(

現
金
の
み)

に
な

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
な

い
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

musechorusny@gmail.com

ミ
ュ
ー
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
ま
で
。

ミューズコーラスラ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

21
日
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

日
本
の
医
療
従
事
者
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
交
響
楽
団
「
Ｊ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
7
月
18
日
（
金
）
午
後
８

時
か
ら
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

（
57
丁
目
と
７
番
街
の
角
）
で

行
わ
れ
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
き
っ
か
け

に
本
格
始
動
し
た
こ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
、
当
時
緊
張
し
て
い

た
つ
な
が
り
と
共
感
を
再
構
築

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
信
頼

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
社
会
に

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

音
楽
に
は
そ
の
両
方
を
回
復
さ

せ
る
独
自
の
力
が
あ
る
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
た
。
こ
の
信
念
の

も
と
、
Ｊ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
演

奏
を
通
し
て
感
情
的
な
共
鳴
と

癒
し
を
育
み
、
途
絶
え
て
い
た

音
楽
へ
の
情
熱
を
再
び
燃
え
上

が
ら
せ
る
。
ま
た
、
医
学
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
か
し
、

音
楽
を
通
し
て
社
会
に
良
い
影

響
を
与
え
る
た
め
の
地
域
社
会

へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
展

開
し
て
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲

第
９
番
「
新
世
界
よ
り
」、
ベ

ー
ト
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

5
番
「
皇
帝
」、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

エ
ル
ガ
ー
作
曲
の「
威
風
堂
々
」

を
演
奏
す
る
。

　

指
揮
者
の
柳
澤
寿
男
は
、
国

連
コ
ソ
ボ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
下
、

コ
ソ
ボ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
の
首
席
指
揮
者
に
任

命
さ
れ
た
。
ま
た
、
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
紛
争
後
の
地
域
に
お

け
る
調
和
の
促
進
に
尽
力
す
る

異
文
化
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
バ
ル

カ
ン
室
内
管
弦
楽
団
を
設
立
し

た
。
こ
の
団
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
の
国
連
事
務
所
を
は
じ
め
、

ウ
ィ
ー
ン
、
ロ
ー
マ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
の
国
際
都
市
で
演

奏
し
て
き
た
。
パ
ス
カ
ル
・
ロ

ジ
ェ
や
諏
訪
内
晶
子
と
い
っ
た

著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
演

し
、
音
楽
と
平
和
構
築
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
、
コ
ソ
ボ
大
統

領
勲
章
や
日
本
政
府
か
ら
外
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
る
。

作
曲
家
・
坂
本
龍
一
が
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
支
援
す

る
た
め
に
設
立
し
た
東
北
ユ
ー

ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
も

務
め
た
。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
出
演
す

る
仲
道
郁
代
は
、
そ
の
表
現
力

豊
か
な
芸
術
性
と
卓
越
し
た
音

楽
的
洞
察
力
で
知
ら
れ
て
い

る
。
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
の
両
方
で
受
賞
歴
を
持

ち
、
国
内
外
の
一
流
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
共
演
し
、
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
ま
た
、
桐
朋
学
園

大
学
教
授
、
大
阪
音
楽
大
学
特

任
教
授
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、

文
化
庁
長
官
賞
、
文
化
庁
芸
術

祭
大
賞
な
ど
、
数
々
の
栄
誉
を

受
賞
し
て
い
る
。

　

今
回
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
は
、
桐
朋

学
園
芸
術
短
期
大
学
特
任
教
授

の
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
、
志
村
寿

一
が
務
め
る
。
Ｍ
Ｃ
は
、
め
ざ

ま
し
テ
レ
ビ
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、

ニ
ッ
ポ
ン
の
芸
能
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

な
ど
テ
レ
ビ
番
組
の
司
会
者
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
そ
の
後
、
ド
ラ
マ
、
舞
台
、

Ｃ
Ｍ
で
女
優
と
し
て
活
動
す
る

坂
本
祐
祈
。

　

入
場
無
料
だ
が
要
事
前

予
約
。
予
約
・
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.carnegiehall.org/
Calendar/2025/07/18/
J-Orchestra-0800PM

を
参

照
す
る
。

日
本
の
医
療
従
事
者
中
心
に

構
成
さ
れ
た
交
響
楽
団
来
米

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
7
月
18
日

JオーケストラNY公演

https://japan-universities.com/event/daigaku25sp.html
mailto:musechorusny@gmail.com
mailto:musechorusny@gmail.com
mailto:musechorusny@gmail.com
https://www.carnegiehall.org/Calendar/2025/07/18/J-Orchestra-0800PM
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
、

メ
ト
ロ
グ
ラ
フ
、
日
本
財
団
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
共
同
主
催
す

る
、
日
本
映
画
の
第
４
の
巨

匠
・
成
瀬
巳
喜
男
（
１
９
０
５

〜
１
９
６
９
年
）
監
督
の
回

顧
展
「
ナ
ル
セ
・
ミ
キ
オ
：

The W
orld Betrays Us

（
世

界
は
我
ら
を
裏
切
る
）」
が
市

内
２
か
所
の
劇
場
で
開
催
さ
れ

る
。
２
部
構
成
の
同
シ
リ
ー
ズ

は
、
成
瀬
の
ス
タ
ジ
オ
時
代
を

代
表
す
る
作
品
群
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
20
年
ぶ
り
に
大
規
模
に

紹
介
す
る
も
の
で
、
彼
の
生
誕

１
２
０
周
年
を
記
念
し
、
日
本

か
ら
輸
入
し
た
希
少
な
プ
リ
ン

ト
の
み
で
上
映
。
第
１
部
は
９

日
か
ら
31
日
（
土
）
ま
で
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
東

47
丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て
、

第
２
部
は
６
月
５
日
（
木
）
か

ら
29
日
（
日
）
ま
で
ロ
ー
ワ
ー

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
劇
場

メ
ト
ロ
グ
ラ
フ
（
ル
ド
ロ
ー
通

り
７
番
地
）に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
女
性
作

家
・
林
芙
美
子
（
１
９
０
３
〜

１
９
５
１
）
の
６
作
の
映
画
化

作
品
（『
晩
餐
』『
雷
』『
妻
』『
晩

菊
』『
放
浪
者
の
手
帳
』）
の
ほ

か
、
さ
ら
に
過
去
の
回
顧
展
で

未
公
開
の
３
つ
の
戦
前
作
品

『
朝
の
並
木
道
』『
女
の
悲
し
み
』

『
誠
実
』
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初

上
映
さ
れ
る
（
１
面
に
記
事
）。

Floating Clouds © 1955 Toho Co., Ltd

Lightning © 1952 Toho Co., Ltd

Scattered Clouds © 1967 Toho Co., Ltd

Yearning 2 © 1964 Toho Co., Ltd

Flowing © 1956 Toho Co., LtdSound of the Mountain 
© 1954 Toho Co., Ltd

　

ほ
ぼ
40
年
に
わ
た
る
キ
ャ
リ

ア
で
89
作
品
（
う
ち
68
作
品
が

現
存
）
を
遺
し
た
成
瀬
は
、
松

竹
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
が
、
同
社
の
ス
タ
ー
監
督

で
あ
る
小
津
安
二
郎
に
機
会
を

奪
わ
れ
た
こ
と
に
不
満
を
抱

き
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ

Ｌ
映
画
製
作
所（
現
在
の
東
宝
）

に
移
籍
。
成
瀬
の
旧
友
で
東
洋

の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
黒
澤

明
は
「
成
瀬
三
喜
夫
の
ス
タ
イ

ル
は
、
表
面
は
穏
や
か
だ
が
、

そ
の
深
部
に
は
激
流
が
流
れ
る

大
河
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
評

し
て
い
る
。
溝
口
健
二
監
督
や

小
津
安
二
郎
監
督
と
同
時
代
を

生
き
た
成
瀬
は
、
ス
タ
イ
ル
の

控
え
め
さ
と
現
代
日
本
の
女
性

た
ち
の
経
験
、
社
会
的
地
位
を

正
面
か
ら
描
い
た
メ
ロ
ド
ラ
マ

を
通
じ
て
、
同
業
者
と
批
評
家

か
ら
称
賛
を
受
け
た
。
特
に
、

下
層
中
流
階
級
を
題
材
に
し
た

「
下
層
映
画
」
ジ
ャ
ン
ル
に
お

け
る
作
品
が
評
価
さ
れ
た
。
サ

ウ
ン
ド
映
画
『
妻
よ
薔
薇
の
や

う
に
』 （
１
９
３
５
年
）
で
始

ま
り
、
女
優
た
ち
か
ら
尊
敬
さ

れ
憧
れ
ら
れ
る
「
女
性
の
監

督
」
と
し
て
、
戦
前
の
ス
タ
ー

で
あ
る
千
葉
早
智
子
（
成
瀬
の

元
妻
）、原
節
子
（『
食
事
』『
山

の
音
』）、
田
中
絹
代
（『
母
』）、

杉
村
春
子
（『
晩
秋
』）、 

そ
し

て
彼
と
17
回
共
演
し
、
彼
の
黄

金
期
の
傑
作
『
雷
電
』『
浮
雲
』

『
流
』『
女
が
階
段
を
上
る
時
』

の
４
作
品
で
共
演
し
た
高
峰
秀

子
な
ど
、
数
多
く
の
女
優
た
ち

と
共
演
し
た
。

　

31
日
（
土
）
午
後
６
時
30

分
か
ら
は
『The Cinema of 

Naruse Mikio: W
omen and 

Japanese Modernity

』
の
著

者
で
映
画
学
者
の
キ
ャ
サ
リ

ン
・
ラ
ッ
セ
ル
（
カ
ナ
ダ
の
コ

ン
コ
ル
デ
ィ
ア
大
学
メ
ル
・
ホ

ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
映
画
学
部
特
別

教
授
）
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

る
。
入
場
無
料
だ
が
要
事
前
予

約
。

　

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ーhttps://

japansociety.org/film
/

mikio-naruse-the-world-
betrays-us/

、
メ
ト
ロ
グ
ラ
フ

https://metrograph.com/
category/mikio-naruse/

の

公
式
サ
イ
ト
を
参
照
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

・
5
月
9
日
（
金
） 『
乱
れ
雲
』

（
１
９
６
７
年
）（
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ナ
イ
ト
）
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

・
10
日
（
土
） 『
ま
ご
こ
ろ
』

（
39
年
）、『 

女
の
悲
し
み
』

（
35
年
）、『
妻
よ
、
バ
ラ
の
や

う
に
』（
35
年
）

・
22
日
（
木
）『
秀
子
の
車
掌

さ
ん
』（
41
年
）、『
乙
女
ご
こ

ろ
三
人
姉
妹
』（
35
年
）

・
23
日
（
金
） 『
あ
ら
く
れ
』

（
57
年
）、 『
放
浪
記
』（
62
年
）

・
29
日
（
木
） 『
妻
の
心
』 （
56

年
）、『
妻
』（
53
年
）

・
30
日
（
金
） 『
稲
妻
』 （
52
年
）、

『
夫
婦
』（
53
年
）

・
31
日
（
土
）『 

銀
座
化
粧
』

（
51
年
）、『 

秋
立
ち
ぬ
』（
60

年
）、『
乱
れ
る
』（
64
年
）

メ
ト
ロ
グ
ラ
フ

『
朝
の
並
木
路
』（
１
９
３
６
年
）

『
鶴
八
鶴
次
郎
』（
38
年
）

『
は
た
ら
く
一
家
』（
39
年
）

『
旅
役
者
』（
40
年
）

『
め
し
』（
51
年
）

『
お
か
あ
さ
ん
』（
52
年
）

『
山
の
音
』（
54
年
）

『
晩
菊
』（
54
年

『
驟
雨
』（
56
年
）

『
流
れ
る
』（
56
年
）

『
鰯
雲
』（
58
年
）

『
女
が
階
段
を
上
る
時
』（
60
年
）

『
娘
・
妻
・
母
』（
60
年
）

『
女
の
中
に
い
る
他
人
』（
66
年
）

『
乱
れ
雲
』（
67
年
）

成瀬巳喜男監督の作品回顧展
日本映画の第 4の巨匠

「
30
作
品
」

上映作品ラインナップ

https://lab2017.jp/
https://japansociety.org/film/mikio-naruse-the-world-betrays-us/
https://metrograph.com/category/mikio-naruse/



